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２
０
１
７
年
２
月
７
日
、彦
根
経
済
戦

略
研
究
会
が
、２
０
２
０
年
東
京
オ
リ
ン

ピ
ッ
ク
・
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
競
技
大
会（
以

下
、２
０
２
０
年
東
京
大
会
）の「
文
化
プ

ロ
グ
ラ
ム
」に
つ
い
て
、講
師
に
文
化
庁
長

官
官
房
政
策
課 

文
化
プ
ロ
グ
ラ
ム
推
進

室
担
当
室
長 

髙
田
行
紀
氏
を
招
き
勉
強

会
を
行
っ
た
。

　
冒
頭
、小
出
英
樹
会
頭
は
、「
地
方
都
市

が
抱
え
る
大
き
な
悩
み
は
、人
口
減
問
題

や
地
域
の
存
在
意
義
で
あ
る
。こ
の
２
０

２
０
年
東
京
大
会
の
文
化
プ
ロ
グ
ラ
ム

は
、地
方
都
市
が
抱
え
る
問
題
を
解
決
す

る
ひ
と
つ
の
処
方
と
し
て
考
え
て
い
く
べ

き
だ
ろ
う
。

　
文
化
財
の
活
用
は
、保
存
が
優
先
さ
れ

る
場
合
が
ほ
と
ん
ど
だ
っ
た
が
、今
後

は
、い
か
に
経
済
的
な
部
分
や
教
育
的
な

部
分
で
活
用
し
て
い
く
か
が
重
要
な

テ
ー
マ
に
な
っ
て
き
て
い
る
。文
化
事
業

の
充
実
や
ス
ポ
ー
ツ
振
興
は
、そ
こ
に
住

む
人
々
の
幸
福
度
や
満
足
感
に
直
結
し

て
い
る
。

　
２
０
２
１
年
に
は
関
西
ワ
ー
ル
ド
マ
ス

タ
ー
ズ
ゲ
ー
ム
ズ
、２
０
２
４
年
に
滋
賀

国
体
、更
に
、決
定
は
し
て
い
な
い
が
、２

０
２
５
年
に
大
阪
府
・
大
阪
市
で
大
阪
万

博
の
開
催
計
画
が
あ
る
。「
三
方
よ
し
」と

い
う
近
江
商
人
の
考
え
方
は
、観
光
振
興

や
雇
用
の
拡
大
な
ど
企
業
活
動
に
文
化
資

源
を
活
用
し
た
彦
根
ら
し
い
地
域
創
造
に

プ
ラ
ス
に
な
る
に
違
い
な
い
」と
話
し
た
。

　
３
月
24
日（
金
）15
時
〜
17
時
に
第
１

回 

彦
根
オ
ー
プ
ン
ガ
バ
メ
ン
ト
会
議「
彦

根
オ
ー
プ
ン
会
議  

地
域
の
課
題
を
考
え

る
！
」が
開
催
さ
れ
る
。

　
国
が
推
進
す
る
地
方
創
生
政
策
を
継
続

的
に
地
域
発
展
に
繋
げ
る
方
法
と
し
て
、

「
オ
ー
プ
ン
ガ
バ
メ
ン
ト
政
策
」が
あ
る
。

こ
れ
は
国
に
頼
る
地
域
運
営
か
ら
、国
と

協
調
し
地
域
独
自
の
知
恵
と
行
動
で
自
ら

の
活
性
化
を
図
ろ
う
と
す
る
も
の
だ
。市

民
が
地
域
政
策
に
興
味
を
持
ち
学
習
す
る

こ
と
が
第
一
歩
で
あ
り
、「
彦
根
オ
ー
プ
ン

会
議 

地
域
の
課
題
を
考
え
る
！
」は
、

オ
ー
プ
ン
ガ
バ
メ
ン
ト
の
入
門
編
で
あ

り
、地
域
が
抱
え
る
問
題
点
を
学
習
す
る

こ
と
か
ら
ス
タ
ー
ト
す
る
。

　
ま
た
、「
文
化
プ
ロ
グ
ラ
ム
」と「
オ
ー

プ
ン
ガ
バ
メ
ン
ト
政
策
」は
密
接
な
関
係

に
あ
る
と
い
え
る
だ
ろ
う
。講
師
の
ピ
ー

タ
ー
・Ｄ・
ピ
ー
ダ
ー
セ
ン
氏
は
、「
ト
レ
ー

ド
・
オ
ン
」の
提
唱
者
で
あ
る
。「
ト
レ
ー

ド
・
オ
ン
」は
ピ
ー
タ
ー
氏
の
造
語
だ
が
、

「
社
会
価
値
の
創
造
に
貢
献
す
れ
ば
す
る

ほ
ど
、企
業
価
値
も
向
上
す
る
。あ
る
い

は
、良
い
企
業
が
発
展
す
れ
ば
す
る
ほ
ど
、

社
会
・
自
然
環
境
の
健
全
な
営
み
が
促
さ

れ
る
こ
と
を
意
味
す
る
。こ
れ
か
ら
の
将

来
展
望
と
し
て
、あ
る
い
は
企
業
発
展
の

道
筋
と
し
て
、ト
レ
ー
ド
・
オ
フ
を
乗
り

越
え
、ト
レ
ー
ド
・
オ
ン
を
常
に
目
指
し

て
い
く
こ
と
が
求
め
ら
れ
る
。そ
し
て
、

こ
の
よ
う
な
企
業
デ
ザ
イ
ン
を
志
向
す
る

会
社
こ
そ
、今
後
の
市
場
に
お
け
る
確
固

た
る
競
争
力
を
獲
得
す
る
こ
と
が
で
き
よ

う（http://pdplab.jp
）」。

「
三
方
よ
し
」ニ
ア
リ
ー
イ
コ
ー
ル「
ト

レ
ー
ド
・
オ
ン
」な
の
だ
。

　
そ
し
て「
彦
根
オ
ー
プ
ン
会
議  
地
域

の
課
題
を
考
え
る
！
」の
オ
ー
プ
ニ
ン
グ

セ
ミ
ナ
ー
は 「
市
民
参
加
の
オ
ー
プ
ン
ガ

バ
メ
ン
ト
」。パ
ネ
ル
・
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ

ン
の
テ
ー
マ
は
、「
歴
史
遺
産
の
保
存
と
活

用
」と「
彦
根
の
教
育
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
」

で
あ
る
。

　
今
号
は
、「
文
化
プ
ロ
グ
ラ
ム
」に
つ
い

て
」記
す
が
、彦
根
オ
ー
プ
ン
ガ
バ
メ
ン
ト

会
議
に
お
い
て「
市
民
が
参
加
し
、学
び
、

考
え
、そ
し
て
創
る
」と
い
う「
文
化
プ
ロ

グ
ラ
ム
」の
方
向
が
明
ら
か
に
な
っ
て
く

る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

　
髙
田
氏
の
講
演
の
ポ
イ
ン
ト
を
ま
と
め

る
と
次
の
よ
う
に
な
る
。

　
「
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
憲
章
」の
根
本
原
則
に

は
次
の
よ
う
に
記
さ
れ
て
い
る
。

「
オ
リ
ン
ピ
ズ
ム
は
、人
生
哲
学
で
あ
り
、

肉
体
と
意
思
と
知
性
の
資
質
を
高
め
て
融

合
さ
せ
た
、均
衡
の
と
れ
た
総
体
と
し
て

の
人
間
を
目
指
す
も
の
で
あ
る
。ス
ポ
ー

ツ
を
文
化
と
教
育
と
融
合
さ
せ
る
こ
と

で
、オ
リ
ン
ピ
ズ
ム
が
求
め
る
も
の
は
、努

力
の
う
ち
に
見
出
さ
れ
る
喜
び
、よ
い
手

本
と
な
る
教
育
的
価
値
、社
会
的
責
任
、普

遍
的
・
基
本
的
・
倫
理
的
諸
原
則
の
尊
重

に
基
づ
い
た
生
き
方
の
創
造
で
あ
る
」。

　
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
競
技
大
会
組
織
委
員
会

は
、短
く
と
も
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
村
の
開
村

期
間
、複
数
の
文
化
イ
ベ
ン
ト
の
プ
ロ
グ

ラ
ム
を
計
画
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。こ

の
プ
ロ
グ
ラ
ム
は
、Ｉ
Ｏ
Ｃ
理
事
会
に
提

出
し
て
事
前
の
承
認
を
得
る
も
の
と
す

る
。（
第
５
章
・
第
39
条
）

　
開
催
国
は「
文
化
プ
ロ
グ
ラ
ム
」の
実

施
を
直
前
の
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
が
終
わ
っ
た

と
き
か
ら
、４
年
間
の「
カ
ル
チ
ュ
ラ
ル
・

オ
リ
ン
ピ
ア
ー
ド（C

ultural O
lym
piad

）」

と
呼
ば
れ
る
期
間
に
実
施
を
義
務
付
け
ら

れ
て
い
る
。

　
２
０
１
２
年
の
ロ
ン
ド
ン
オ
リ
ン
ピ
ッ

ク
で
は
、音
楽
、演
劇
、美
術
、文
学
、映
画

な
ど
数
多
く
の
イ
ベ
ン
ト
が
、ま
ち
な
か

や
世
界
遺
産
、景
勝
地
な
ど
イ
ギ
リ
ス
全

土
で
、何
の
前
触
れ
も
な
く
次
々
と
実
施

さ
れ
た
。プ
ロ
グ
ラ
ム
は
11
万
７
千
件
に

達
し
た
。ロ
ン
ド
ン
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
の
文

化
プ
ロ
グ
ラ
ム
は
、近
代
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク

史
上
最
大
の
規
模
と
内
容
で
開
催
さ
れ
、

そ
し
て
間
違
い
な
く
誰
も
が
ロ
ン
ド
ン
オ

リ
ン
ピ
ッ
ク
に
参
加
す
る
チ
ャ
ン
ス
を
提

供
し
た
の
で
あ
る
。

　
特
に
、イ
ギ
リ
ス
を
代
表
す
る
現
代
美

術
家
の
回
顧
展
や
、37
ヶ
国
の
劇
団
が
37

の
異
な
る
言
語
で
シ
ェ
イ
ク
ス
ピ
ア
作

品
を
上
演
し
た
国
際
演
劇
祭
、「
ア
ン
リ

ミ
テ
ッ
ド（U

nlim
ited

） 

プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
」、「
こ
の
国
の
あ
ら
ゆ
る
ベ
ル
を
で
き

る
だ
け
大
き
く
、速
く
、３
分
間
鳴
ら

せ
！
」（
リ
レ
ー
イ
ベ
ン
ト
）、「
ハ
ッ
ト

ウ
ォ
ー
ク（H

AT W
A
LK

）」な
ど
、ク
リ

エ
イ
テ
ィ
ブ
な
イ
ベ
ン
ト
は
話
題
と
な
っ

た
。

　
「
ハ
ッ
ト
ウ
ォ
ー
ク
」で
は
、ロ
ン
ド
ン

市
内
の
イ
ギ
リ
ス
の
歴
史
を
物
語
る
人

物
、シ
ェ
ー
ク
ス
ピ
ア
、ウ
ェ
リ
ン
ト
ン
侯

爵
な
ど
の
彫
像
 21 
体
を
、有
名
デ
ザ
イ

ナ
ー
が
手
掛
け
た
ユ
ニ
ー
ク
な
帽
子
で

飾
っ
た
。「
ア
ン
リ
ミ
テ
ッ
ド 

プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
」は
、障
害
の
あ
る
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
の

活
動
を
支
援
す
る
事
業
で
あ
り
、プ
ロ
グ

ラ
ム
は
２
０
１
２
年
以
降
も
世
界
各
地
に

広
が
り
、活
動
が
続
け
ら
れ
て
い
る
。

　
１
９
６
４
年
の
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
で

も「
日
本
最
高
の
芸
術
作
品
を
展
示
す
る
」

と
い
う
コ
ン
セ
プ
ト
で
様
々
な
公
演
や
展

示
が
行
わ
れ
て
い
る
。東
京
国
立
博
物
館

で
行
わ
れ
た
古
代
か
ら
江
戸
時
代
に
至
る

「
日
本
古
美
術
展
」も
そ
の
ひ
と
つ
だ
。40

万
人
が
来
場
し
た
と
い
う
記
録
が
残
っ
て

い
る
。ち
な
み
に
、当
時
の
文
部
省
は
世

界
に
誇
る
日
本
の
建
物
と
し
て
金
剛
輪
寺

の「
大
悲
閣
」の
模
型（
ス
ケ
ー
ル 

１
／
10
）

を
制
作
し
東
京
国
立
博
物
館
に
展
示
し

た
。「
大
悲
閣
」は「
弘
安
11
年（
１
２
８
８
）

１
月
建
立
の
銘
」が
須
弥
壇
に
あ
り
鎌
倉

時
代
の
代
表
的
な
和
様
建
造
物
と
し
て
国

宝
に
指
定
さ
れ
て
い
る
。現
在
、「
大
悲
閣
」

の
模
型
は
、東
京
国
立
博
物
館
か
ら
九
州

国
立
博
物
館
に
貸
し
出
さ
れ
て
い
る
と
い

う
こ
と
だ
。

　
文
化
庁
は
２
０
２
０
年
東
京
大
会
を
契

機
と
し
て
、「
文
化
芸
術
立
国
」を
実
現
す

る
た
め
、古
典
芸
能
や
地
域
文
化（
祭
り
や

伝
承
）、食
、ア
ニ
メ
な
ど
、日
本
文
化
の
魅

力
を
世
界
に
発
信
し
、文
化
芸
術
を
資
源

と
し
た
観
光
振
興
や
地
方
創
生
、地
域
活

性
化
に
つ
な
げ
よ
う
と
し
て
い
る
。ま
た
、

そ
う
し
た
文
化
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
取
り
組

み
に
参
加
す
る
こ
と
で
、２
０
２
０
年
東

京
大
会
の
気
運
を
盛
り
上
げ
る
目
的
が

あ
る
。既
に
、文
化
庁
の
取
り
組
み
は
昨

年
10
月
か
ら
本
格
的
始
ま
っ
て
お
り
、歌

舞
伎
、オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
、オ
ペ
ラ
、ス
ポ
ー

ツ
文
化
ワ
ー
ル
ド
フ
ォ
ー
ラ
ム
な
ど
、

様
々
な
イ
ベ
ン
ト
が
各
地
で
開
催
さ
れ

て
い
る
。

　
で
は
、２
０
２
０
年
東
京
大
会
の「
文
化

プ
ロ
グ
ラ
ム
」に
認
証
さ
れ
、実
施
す
る
に

は
ど
の
よ
う
に
す
れ
ば
い
い
の
か
。

　
実
は
明
確
に
文
化
プ
ロ
グ
ラ
ム
と
は
こ

う
い
う
も
の
だ
と
い
う
定
義
が
あ
る
わ
け

で
は
な
い
。自
分
た
ち
が
企
画
す
る
事
業

や
イ
ベ
ン
ト
、取
り
組
み
を「
東
京
オ
リ
ン

ピ
ッ
ク
・
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
競
技
大
会
組

織
委
員
会
」ま
た
は
、「beyond 2020

プ
ロ
グ
ラ
ム
」に
申
請
し
て
認
め
ら
れ
れ

ば
、文
化
プ
ロ
グ
ラ
ム
と
い
う
位
置
づ
け

と
な
る
。組
織
委
員
会
に
認
証
さ
れ
た
事

業
や
企
画
が
狭
義
で
の「
文
化
プ
ロ
グ
ラ

ム
」と
な
る
。ま
た
、「beyond 2020

プ
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「
文
化
プ
ロ
グ
ラ
ム
」に
つ
い
て

勉
強
会
を
開
催

「
文
化
プ
ロ
グ
ラ
ム
」と
は
何
か
？

オ
ー
プ
ン
ガ
バ
メ
ン
ト
政
策

特集 文化プログラムを近江で！
2020年東京オリンピック・パラリンピック競技大会

1964年の東京オリンピックにおいて、文化プログラムの一つとして「日本最高の芸術作品を展示する」というコンセプトで「日本古美術展」が開催された。
文部省は世界に誇る日本の建物として金剛輪寺の「大悲閣（国宝）」の模型（scale 1/10）を制作し、東京国立博物館に展示している。

ロ
グ
ラ
ム
」の
認
証
要
件
は「
日
本
文
化

の
魅
力
を
発
信
す
る
事
業
・
活
動
で
あ
る

こ
と
」「 

多
様
性
・
国
際
性
に
配
慮
し
た
、

事
業
で
あ
る
こ
と
」と
な
っ
て
い
る（
図

参
照
）。

　　
実
は
、２
０
２
０
年
東
京
大
会
の「
文
化

プ
ロ
グ
ラ
ム
」に
つ
い
て
、 ２
０
１
５
年
12

月
１
日
に
開
催
さ
れ
た
セ
ミ
ナ
ー「
地
方

都
市
の
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
戦
略
」（
近
江
ツ
ー

リ
ズ
ム
ボ
ー
ド
主
催
）に
お
い
て
、講
師
の

公
益
財
団
法
人
大
阪
観
光
局
専
務
理
事  

野
口
和
義
氏
よ
り
、「
文
化
プ
ロ
グ
ラ
ム
を

近
江
で
！
」と
い
う
提
言
を
既
に
受
け
て

い
る
。野
口
氏
は「
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
文
化

プ
ロ
グ
ラ
ム
の
開
催
に
、滋
賀
は
最
適
の
場

所
で
あ
る
」と
、ロ
ン
ド
ン
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク

の
文
化
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
例
に
、２
０
２
０

年
へ
向
け
て
の
方
向
を
示
唆
さ
れ
た
。

　
ロ
ン
ド
ン
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
文
化
プ
ロ
グ

ラ
ム
開
催
期
間
中
に
、「
ロ
ン
ド
ン
・
プ
ラ

ス（London Plus

）」と
い
う
観
光
キ
ャ

ン
ペ
ー
ン
が
展
開
さ
れ
て
い
る
。海
外
か

ら
の
観
光
客
が
ロ
ン
ド
ン
に
滞
在
す
る
だ

け
で
な
く
、も
う
１
都
市
、２
都
市
プ
ラ
ス

し
て
、他
の
都
市
に
も
足
を
延
ば
し
て
も

ら
お
う
と
い
う
イ
ギ
リ
ス
政
府
観
光
庁
に

よ
る
観
光
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
で
あ
る
。そ
し

て
、「
文
化
プ
ロ
グ
ラ
ム
」が
観
光
に
好
循

環
を
生
み
出
し
た
こ
と
は
よ
く
知
ら
れ
て

い
る
。

　
「
文
化
プ
ロ
グ
ラ
ム
」と
し
て
イ
ベ
ン
ト

を
開
催
す
る
の
が
目
的
な
の
で
は
な
い
。

近
江
の
魅
力
を
世
界
の
人
々
に
知
っ
て

も
ら
う
契
機
と
な
る
よ
う
、仕
掛
け
る
こ

と
が
大
切
な
の
で
あ
る
。（
近
江
通
信

VO
L2

・2015.12.21.

再
掲
）。
文
化
芸

術
を
資
源
と
し
た
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
実
施
だ

け
で
は
な
く
、地
方
創
生
に
つ
な
が
る
観

光
振
興
・
雇
用
や
産
業
の
創
出
を
見
据
え

た
未
来
の
計
画
が
必
要
だ
と
い
う
こ
と

だ
。そ
の
た
め
に
は
、「
オ
ー
プ
ン
ガ
バ
メ

ン
ト
」、「
ト
レ
ー
ド
・
オ
ン
」と
い
う
考
え

方
が
必
要
で
あ
り
、オ
ー
ル
彦
根
で
取
り

組
ま
な
く
て
は
な
ら
な
い
の
で
あ
る
。

　
余
談
だ
が
、大
正
元
年（
１
９
２
５
）に

ジ
ャ
パ
ン
・
ツ
ー
リ
ス
ト
・
ビ
ュ
ー
ロ
ー

が
設
立
さ
れ
、海
外
へ
向
け
た
誘
致
活
動

が
行
な
わ
れ
て
い
る
。当
時
も
伝
統
文
化

や
自
然
が
、観
光
の
セ
ー
ル
ス
ポ
イ
ン
ト

だ
っ
た
。そ
の
時
、活
躍
し
た
の
が
吉
田

初
三
郎（
１
８
８
４
〜
１
９
５
５
）で
あ
っ

た
。独
特
の
鳥
瞰
図
で
多
く
の
沿
線
ガ
イ

ド
を
描
き
、昭
和
５
年（
１
９
３
０
）に
は
、

「Beautiful Japan

」の
ポ
ス
タ
ー
を
手

掛
け
て
い
る
。

　
初
三
郎
は『
琵
琶
湖
名
所
鳥
瞰
図
』（
琵

琶
湖
遊
覧
御
案
内 

太
湖
汽
船
株
式
会
社 

1
9
2
6
年
頃
）に
こ
ん
な
一
文
を
添
え

て
い
る
。「
富
士
と
琵
琶
湖
、そ
は
世
界
に

對
し
て
、我
等
日
本
人
が
優
美
を
誇
る
象

徴
の
双
璧
で
あ
ら
ね
ば
な
ら
ぬ
。予
曾
つ

て
鐵
道
省
よ
り
發
行
の
、鐵
道
旅
行
案
内

裝
幀
並
に
挿
畫
執
筆
に
當
り
、洽
く
全
國

に
寫
生
旅
行
を
試
み
た
る
も
、未
だ
琵
琶

湖
の
如
く
、交
通
至
便
に
し
て
風
光
美
の

雄
大
な
る
を
見
ず
」。

　

21
世
紀
の
今
も
、近
江
は
交
通
至
便
に

し
て
風
光
明
媚
、文
化
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
開

催
に
、最
適
の
地
な
の
で
あ
る
。

　
彦
根
商
工
会
議
所
顧
問
の
橋
爪
紳
也
氏

の
著
書
に『
ツ
ー
リ
ズ
ム
の
都
市
デ
ザ
イ

ン 

非
日
常
と
日
常
の
仕
掛
け
』(

鹿
島
出

版
会
２
０
１
５)

が
あ
る
。そ
の
中
で
氏

は
、ロ
ン
ド
ン
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
に
つ
い
て

触
れ
て
い
る
。

　
「
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
の
レ
ガ
シ
ー
」と
題
さ

れ
た
パ
ー
ト
の
セ
ン
テ
ン
ス
を
幾
つ
か
抜

粋
し
て
お
く
。「
ロ
ン
ド
ン
の
場
合
、オ
リ

ン
ピ
ッ
ク
の
誘
致
が
、一
連
の
都
市
再
生

事
業
の
ひ
と
つ
と
し
て
位
置
づ
け
ら
れ
て

い
た
点
が
注
目
さ
れ
る
」。「
ロ
ン
ド
ン
市

が
追
求
し
た
大
会
計
画
の
最
大
の
特
徴

は
、「
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
前
に
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク

後
を
デ
ザ
イ
ン
す
る
」、い
わ
ゆ
る「
レ
ガ

シ
ー
・
プ
ラ
ン（
遺
産
計
画
）に
重
き
を
置

い
た
点
で
あ
る
」。

　
誰
も
が
企
画
し
参
加
が
可
能
な
文
化
プ

ロ
グ
ラ
ム
だ
が
、商
工
会
議
所
や
近
江

ツ
ー
リ
ズ
ム
ボ
ー
ド
が
仕
掛
け
る
な
ら

ば
、「
祝
祭
が
終
わ
っ
た
後
に
」（『
ツ
ー
リ

ズ
ム
の
都
市
デ
ザ
イ
ン 

非
日
常
と
日
常

の
仕
掛
け
』コ
ン
テ
ン
ツ
タ
イ
ト
ル
）彦

根
に
何
を
残
せ
る
か…

…

、地
方
都
市
が

抱
え
る
問
題
を
解
決
す
る
処
方
と
し
て
取

り
組
み
た
い
も
の
で
あ
る
。
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２
０
１
７
年
２
月
７
日
、彦
根
経
済
戦

略
研
究
会
が
、２
０
２
０
年
東
京
オ
リ
ン

ピ
ッ
ク
・
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
競
技
大
会（
以

下
、２
０
２
０
年
東
京
大
会
）の「
文
化
プ

ロ
グ
ラ
ム
」に
つ
い
て
、講
師
に
文
化
庁
長

官
官
房
政
策
課 

文
化
プ
ロ
グ
ラ
ム
推
進

室
担
当
室
長 

髙
田
行
紀
氏
を
招
き
勉
強

会
を
行
っ
た
。

　
冒
頭
、小
出
英
樹
会
頭
は
、「
地
方
都
市

が
抱
え
る
大
き
な
悩
み
は
、人
口
減
問
題

や
地
域
の
存
在
意
義
で
あ
る
。こ
の
２
０

２
０
年
東
京
大
会
の
文
化
プ
ロ
グ
ラ
ム

は
、地
方
都
市
が
抱
え
る
問
題
を
解
決
す

る
ひ
と
つ
の
処
方
と
し
て
考
え
て
い
く
べ

き
だ
ろ
う
。

　
文
化
財
の
活
用
は
、保
存
が
優
先
さ
れ

る
場
合
が
ほ
と
ん
ど
だ
っ
た
が
、今
後

は
、い
か
に
経
済
的
な
部
分
や
教
育
的
な

部
分
で
活
用
し
て
い
く
か
が
重
要
な

テ
ー
マ
に
な
っ
て
き
て
い
る
。文
化
事
業

の
充
実
や
ス
ポ
ー
ツ
振
興
は
、そ
こ
に
住

む
人
々
の
幸
福
度
や
満
足
感
に
直
結
し

て
い
る
。

　
２
０
２
１
年
に
は
関
西
ワ
ー
ル
ド
マ
ス

タ
ー
ズ
ゲ
ー
ム
ズ
、２
０
２
４
年
に
滋
賀

国
体
、更
に
、決
定
は
し
て
い
な
い
が
、２

０
２
５
年
に
大
阪
府
・
大
阪
市
で
大
阪
万

博
の
開
催
計
画
が
あ
る
。「
三
方
よ
し
」と

い
う
近
江
商
人
の
考
え
方
は
、観
光
振
興

や
雇
用
の
拡
大
な
ど
企
業
活
動
に
文
化
資

源
を
活
用
し
た
彦
根
ら
し
い
地
域
創
造
に

プ
ラ
ス
に
な
る
に
違
い
な
い
」と
話
し
た
。

　
３
月
24
日（
金
）15
時
〜
17
時
に
第
１

回 

彦
根
オ
ー
プ
ン
ガ
バ
メ
ン
ト
会
議「
彦

根
オ
ー
プ
ン
会
議  

地
域
の
課
題
を
考
え

る
！
」が
開
催
さ
れ
る
。

　
国
が
推
進
す
る
地
方
創
生
政
策
を
継
続

的
に
地
域
発
展
に
繋
げ
る
方
法
と
し
て
、

「
オ
ー
プ
ン
ガ
バ
メ
ン
ト
政
策
」が
あ
る
。

こ
れ
は
国
に
頼
る
地
域
運
営
か
ら
、国
と

協
調
し
地
域
独
自
の
知
恵
と
行
動
で
自
ら

の
活
性
化
を
図
ろ
う
と
す
る
も
の
だ
。市

民
が
地
域
政
策
に
興
味
を
持
ち
学
習
す
る

こ
と
が
第
一
歩
で
あ
り
、「
彦
根
オ
ー
プ
ン

会
議 

地
域
の
課
題
を
考
え
る
！
」は
、

オ
ー
プ
ン
ガ
バ
メ
ン
ト
の
入
門
編
で
あ

り
、地
域
が
抱
え
る
問
題
点
を
学
習
す
る

こ
と
か
ら
ス
タ
ー
ト
す
る
。

　
ま
た
、「
文
化
プ
ロ
グ
ラ
ム
」と「
オ
ー

プ
ン
ガ
バ
メ
ン
ト
政
策
」は
密
接
な
関
係

に
あ
る
と
い
え
る
だ
ろ
う
。講
師
の
ピ
ー

タ
ー
・Ｄ・
ピ
ー
ダ
ー
セ
ン
氏
は
、「
ト
レ
ー

ド
・
オ
ン
」の
提
唱
者
で
あ
る
。「
ト
レ
ー

ド
・
オ
ン
」は
ピ
ー
タ
ー
氏
の
造
語
だ
が
、

「
社
会
価
値
の
創
造
に
貢
献
す
れ
ば
す
る

ほ
ど
、企
業
価
値
も
向
上
す
る
。あ
る
い

は
、良
い
企
業
が
発
展
す
れ
ば
す
る
ほ
ど
、

社
会
・
自
然
環
境
の
健
全
な
営
み
が
促
さ

れ
る
こ
と
を
意
味
す
る
。こ
れ
か
ら
の
将

来
展
望
と
し
て
、あ
る
い
は
企
業
発
展
の

道
筋
と
し
て
、ト
レ
ー
ド
・
オ
フ
を
乗
り

越
え
、ト
レ
ー
ド
・
オ
ン
を
常
に
目
指
し

て
い
く
こ
と
が
求
め
ら
れ
る
。そ
し
て
、

こ
の
よ
う
な
企
業
デ
ザ
イ
ン
を
志
向
す
る

会
社
こ
そ
、今
後
の
市
場
に
お
け
る
確
固

た
る
競
争
力
を
獲
得
す
る
こ
と
が
で
き
よ

う（http://pdplab.jp

）」。

「
三
方
よ
し
」ニ
ア
リ
ー
イ
コ
ー
ル「
ト

レ
ー
ド
・
オ
ン
」な
の
だ
。

　
そ
し
て「
彦
根
オ
ー
プ
ン
会
議  

地
域

の
課
題
を
考
え
る
！
」の
オ
ー
プ
ニ
ン
グ

セ
ミ
ナ
ー
は 「
市
民
参
加
の
オ
ー
プ
ン
ガ

バ
メ
ン
ト
」。パ
ネ
ル
・
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ

ン
の
テ
ー
マ
は
、「
歴
史
遺
産
の
保
存
と
活

用
」と「
彦
根
の
教
育
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
」

で
あ
る
。

　
今
号
は
、「
文
化
プ
ロ
グ
ラ
ム
」に
つ
い

て
」記
す
が
、彦
根
オ
ー
プ
ン
ガ
バ
メ
ン
ト

会
議
に
お
い
て「
市
民
が
参
加
し
、学
び
、

考
え
、そ
し
て
創
る
」と
い
う「
文
化
プ
ロ

グ
ラ
ム
」の
方
向
が
明
ら
か
に
な
っ
て
く

る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

　
髙
田
氏
の
講
演
の
ポ
イ
ン
ト
を
ま
と
め

る
と
次
の
よ
う
に
な
る
。

　
「
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
憲
章
」の
根
本
原
則
に

は
次
の
よ
う
に
記
さ
れ
て
い
る
。

「
オ
リ
ン
ピ
ズ
ム
は
、人
生
哲
学
で
あ
り
、

肉
体
と
意
思
と
知
性
の
資
質
を
高
め
て
融

合
さ
せ
た
、均
衡
の
と
れ
た
総
体
と
し
て

の
人
間
を
目
指
す
も
の
で
あ
る
。ス
ポ
ー

ツ
を
文
化
と
教
育
と
融
合
さ
せ
る
こ
と

で
、オ
リ
ン
ピ
ズ
ム
が
求
め
る
も
の
は
、努

力
の
う
ち
に
見
出
さ
れ
る
喜
び
、よ
い
手

本
と
な
る
教
育
的
価
値
、社
会
的
責
任
、普

遍
的
・
基
本
的
・
倫
理
的
諸
原
則
の
尊
重

に
基
づ
い
た
生
き
方
の
創
造
で
あ
る
」。

　
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
競
技
大
会
組
織
委
員
会

は
、短
く
と
も
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
村
の
開
村

期
間
、複
数
の
文
化
イ
ベ
ン
ト
の
プ
ロ
グ

ラ
ム
を
計
画
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。こ

の
プ
ロ
グ
ラ
ム
は
、Ｉ
Ｏ
Ｃ
理
事
会
に
提

出
し
て
事
前
の
承
認
を
得
る
も
の
と
す

る
。（
第
５
章
・
第
39
条
）

　
開
催
国
は「
文
化
プ
ロ
グ
ラ
ム
」の
実

施
を
直
前
の
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
が
終
わ
っ
た

と
き
か
ら
、４
年
間
の「
カ
ル
チ
ュ
ラ
ル
・

オ
リ
ン
ピ
ア
ー
ド（C

ultural O
lym
piad

）」

と
呼
ば
れ
る
期
間
に
実
施
を
義
務
付
け
ら

れ
て
い
る
。

　
２
０
１
２
年
の
ロ
ン
ド
ン
オ
リ
ン
ピ
ッ

ク
で
は
、音
楽
、演
劇
、美
術
、文
学
、映
画

な
ど
数
多
く
の
イ
ベ
ン
ト
が
、ま
ち
な
か

や
世
界
遺
産
、景
勝
地
な
ど
イ
ギ
リ
ス
全

土
で
、何
の
前
触
れ
も
な
く
次
々
と
実
施

さ
れ
た
。プ
ロ
グ
ラ
ム
は
11
万
７
千
件
に

達
し
た
。ロ
ン
ド
ン
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
の
文

化
プ
ロ
グ
ラ
ム
は
、近
代
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク

史
上
最
大
の
規
模
と
内
容
で
開
催
さ
れ
、

そ
し
て
間
違
い
な
く
誰
も
が
ロ
ン
ド
ン
オ

リ
ン
ピ
ッ
ク
に
参
加
す
る
チ
ャ
ン
ス
を
提

供
し
た
の
で
あ
る
。

　
特
に
、イ
ギ
リ
ス
を
代
表
す
る
現
代
美

術
家
の
回
顧
展
や
、37
ヶ
国
の
劇
団
が
37

の
異
な
る
言
語
で
シ
ェ
イ
ク
ス
ピ
ア
作

品
を
上
演
し
た
国
際
演
劇
祭
、「
ア
ン
リ

ミ
テ
ッ
ド（U

nlim
ited

） 

プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
」、「
こ
の
国
の
あ
ら
ゆ
る
ベ
ル
を
で
き

る
だ
け
大
き
く
、速
く
、３
分
間
鳴
ら

せ
！
」（
リ
レ
ー
イ
ベ
ン
ト
）、「
ハ
ッ
ト

ウ
ォ
ー
ク（H

AT W
A
LK

）」な
ど
、ク
リ

エ
イ
テ
ィ
ブ
な
イ
ベ
ン
ト
は
話
題
と
な
っ

た
。

　
「
ハ
ッ
ト
ウ
ォ
ー
ク
」で
は
、ロ
ン
ド
ン

市
内
の
イ
ギ
リ
ス
の
歴
史
を
物
語
る
人

物
、シ
ェ
ー
ク
ス
ピ
ア
、ウ
ェ
リ
ン
ト
ン
侯

爵
な
ど
の
彫
像
 21 
体
を
、有
名
デ
ザ
イ

ナ
ー
が
手
掛
け
た
ユ
ニ
ー
ク
な
帽
子
で

飾
っ
た
。「
ア
ン
リ
ミ
テ
ッ
ド 

プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
」は
、障
害
の
あ
る
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
の

活
動
を
支
援
す
る
事
業
で
あ
り
、プ
ロ
グ

ラ
ム
は
２
０
１
２
年
以
降
も
世
界
各
地
に

広
が
り
、活
動
が
続
け
ら
れ
て
い
る
。

　
１
９
６
４
年
の
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
で

も「
日
本
最
高
の
芸
術
作
品
を
展
示
す
る
」

と
い
う
コ
ン
セ
プ
ト
で
様
々
な
公
演
や
展

示
が
行
わ
れ
て
い
る
。東
京
国
立
博
物
館

で
行
わ
れ
た
古
代
か
ら
江
戸
時
代
に
至
る

「
日
本
古
美
術
展
」も
そ
の
ひ
と
つ
だ
。40

万
人
が
来
場
し
た
と
い
う
記
録
が
残
っ
て

い
る
。ち
な
み
に
、当
時
の
文
部
省
は
世

界
に
誇
る
日
本
の
建
物
と
し
て
金
剛
輪
寺

の「
大
悲
閣
」の
模
型（
ス
ケ
ー
ル 

１
／
10
）

を
制
作
し
東
京
国
立
博
物
館
に
展
示
し

た
。「
大
悲
閣
」は「
弘
安
11
年（
１
２
８
８
）

１
月
建
立
の
銘
」が
須
弥
壇
に
あ
り
鎌
倉

時
代
の
代
表
的
な
和
様
建
造
物
と
し
て
国

宝
に
指
定
さ
れ
て
い
る
。現
在
、「
大
悲
閣
」

の
模
型
は
、東
京
国
立
博
物
館
か
ら
九
州

国
立
博
物
館
に
貸
し
出
さ
れ
て
い
る
と
い

う
こ
と
だ
。

　
文
化
庁
は
２
０
２
０
年
東
京
大
会
を
契

機
と
し
て
、「
文
化
芸
術
立
国
」を
実
現
す

る
た
め
、古
典
芸
能
や
地
域
文
化（
祭
り
や

伝
承
）、食
、ア
ニ
メ
な
ど
、日
本
文
化
の
魅

力
を
世
界
に
発
信
し
、文
化
芸
術
を
資
源

と
し
た
観
光
振
興
や
地
方
創
生
、地
域
活

性
化
に
つ
な
げ
よ
う
と
し
て
い
る
。ま
た
、

そ
う
し
た
文
化
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
取
り
組

み
に
参
加
す
る
こ
と
で
、２
０
２
０
年
東

京
大
会
の
気
運
を
盛
り
上
げ
る
目
的
が

あ
る
。既
に
、文
化
庁
の
取
り
組
み
は
昨

年
10
月
か
ら
本
格
的
始
ま
っ
て
お
り
、歌

舞
伎
、オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
、オ
ペ
ラ
、ス
ポ
ー

ツ
文
化
ワ
ー
ル
ド
フ
ォ
ー
ラ
ム
な
ど
、

様
々
な
イ
ベ
ン
ト
が
各
地
で
開
催
さ
れ

て
い
る
。

　
で
は
、２
０
２
０
年
東
京
大
会
の「
文
化

プ
ロ
グ
ラ
ム
」に
認
証
さ
れ
、実
施
す
る
に

は
ど
の
よ
う
に
す
れ
ば
い
い
の
か
。

　
実
は
明
確
に
文
化
プ
ロ
グ
ラ
ム
と
は
こ

う
い
う
も
の
だ
と
い
う
定
義
が
あ
る
わ
け

で
は
な
い
。自
分
た
ち
が
企
画
す
る
事
業

や
イ
ベ
ン
ト
、取
り
組
み
を「
東
京
オ
リ
ン

ピ
ッ
ク
・
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
競
技
大
会
組

織
委
員
会
」ま
た
は
、「beyond 2020

プ
ロ
グ
ラ
ム
」に
申
請
し
て
認
め
ら
れ
れ

ば
、文
化
プ
ロ
グ
ラ
ム
と
い
う
位
置
づ
け

と
な
る
。組
織
委
員
会
に
認
証
さ
れ
た
事

業
や
企
画
が
狭
義
で
の「
文
化
プ
ロ
グ
ラ

ム
」と
な
る
。ま
た
、「beyond 2020

プ

文
化
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
近
江
で
！

オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
の
レ
ガ
シ
ー

東京2020大会に向けた「文化プログラム」

東京2020公認 文化オリンピアード
●「オリンピック憲章」に基づいて行われる公式
　文化プログラム。
●組織委員会、国、開催都市、会場所在地方公共
　団体、公式スポンサー、ＪＯＣ、ＪＰＣが実施。
●大会ビジョンの実現に相応しい文化芸術性の
　高い事業を認証。

東京2020応援文化オリンピアード
●東京2020大会の関連事業として、非営利団体
　が実施する文化プログラム。
●地方公共団体や独立行政法人を含む非営利
　団体が実施。
●東京2020大会の機運を醸成し、オリンピック・
　パラリンピックムーブメントを裾野まで広げる
　事業を認証。

beyond2020 プログラム　　　
●政府と東京都が一体となって推進する文化プ 
　ログラム。
●公式スポンサー以外の企業等が実施する事業
　も対象。
●2020年以降を見据え､レガシー創出に資する
　多様な主体が実施するアクションを認証。

大会ビジョン､レガシーコンセプトを実現する事業内容かどうか総合的に審査
【大会ビジョン】   ●全員が自己ベスト ●多様性と調和 ●未来への継承

【残すべき４つのレガシーコンセプト】 ●日本文化の再認識と継承・発展●次世代育成と
新たな文化芸術の創造●日本文化の世界への発信と国際交流●全国展開によるあらゆ
る人の参加・交流と地域の活性化

【必須要件】 ●日本文化の魅力を発信する取組
●障害者にとってのバリアを取り除く取組
●外国人にとっての言語の壁を取り除く取組
成熟社会にふさわしい次世代に誇れるレガシー
創出により、全ての人が参画できる社会の実現
を目指す

文化財総合活用・観光振興戦略プラン（28年度予算額   9,626百万円） 29年度予定額 10,421百万円
『文化財の観光資源としての開花』（観光ビジョン）を図るため、行動指針「文化財活用・理解促進戦略プログラム2020」を策定。
これに基づき、2020年までに ● 文化財の観光資源としての魅力を向上させる取組を1,000事業程度実施するとともに
●日本遺産をはじめ、文化財を中核とする観光拠点を全国で200箇所程度整備する。

「文化財総合活用戦略プラン」に以下のような新たな要素を付加して再編し、
観光資源である文化財を中核とした観光振興・地域経済の活性化を推進。

【ポイント１】拠点整備の基盤策定＆重点支援
①日本遺産の認定、歴史文化基本構想の策定推進      ・2020年までに各100件まで拡充し、拠点整備の基盤に
②「観光拠点形成重点支援事業」による面的整備 ・活用の推進 ・歴史文化基本構想策定地域等で実施
   される文化財群の一体的な活用を推進する事業を支援 ・他省庁の支援事業を複合的に活用した、拠
   点形成の優良事例を創出

【ポイント２】文化財等の観光資源としての魅力向上
①建造物等の外観・内装を美しく保つ美装化事業の充実・登録有形文化財（建造物）や史跡等の構成要素である
   復元建造物も対象に
②文化財の価値・魅力の理解を促進する取組を支援・外国人にも理解しやすい展示解説、案内設備の作成、多言語化
  ・修理現場の公開や、修理に併せた普及啓発事業（解説、パンフ作成等）
③文化財等の更なる利活用の推進 ・宿泊施設、イベント会場等、ユニークベニューとしての活用 ・美術館・博物館の夜間開館

歴史文化基本構想等に
基づく関連文化財群の
面的・一体的整備・活用
への支援

新たな活用関連メニュー
や他省庁事業を効果的
に組み合わせ、地域の文
化財等の観光資源として
の魅力を向上
・美装化・無電柱化・解説作成

2017年２月７日 彦根経済戦略研究会『東京2020 文化プログラムについて』 資料より2017年２月７日 彦根経済戦略研究会『東京2020 文化プログラムについて』 資料より

ロ
グ
ラ
ム
」の
認
証
要
件
は「
日
本
文
化

の
魅
力
を
発
信
す
る
事
業
・
活
動
で
あ
る

こ
と
」「 

多
様
性
・
国
際
性
に
配
慮
し
た
、

事
業
で
あ
る
こ
と
」と
な
っ
て
い
る（
図

参
照
）。

　　
実
は
、２
０
２
０
年
東
京
大
会
の「
文
化

プ
ロ
グ
ラ
ム
」に
つ
い
て
、 ２
０
１
５
年
12

月
１
日
に
開
催
さ
れ
た
セ
ミ
ナ
ー「
地
方

都
市
の
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
戦
略
」（
近
江
ツ
ー

リ
ズ
ム
ボ
ー
ド
主
催
）に
お
い
て
、講
師
の

公
益
財
団
法
人
大
阪
観
光
局
専
務
理
事  

野
口
和
義
氏
よ
り
、「
文
化
プ
ロ
グ
ラ
ム
を

近
江
で
！
」と
い
う
提
言
を
既
に
受
け
て

い
る
。野
口
氏
は「
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
文
化

プ
ロ
グ
ラ
ム
の
開
催
に
、滋
賀
は
最
適
の
場

所
で
あ
る
」と
、ロ
ン
ド
ン
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク

の
文
化
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
例
に
、２
０
２
０

年
へ
向
け
て
の
方
向
を
示
唆
さ
れ
た
。

　
ロ
ン
ド
ン
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
文
化
プ
ロ
グ

ラ
ム
開
催
期
間
中
に
、「
ロ
ン
ド
ン
・
プ
ラ

ス（London Plus

）」と
い
う
観
光
キ
ャ

ン
ペ
ー
ン
が
展
開
さ
れ
て
い
る
。海
外
か

ら
の
観
光
客
が
ロ
ン
ド
ン
に
滞
在
す
る
だ

け
で
な
く
、も
う
１
都
市
、２
都
市
プ
ラ
ス

し
て
、他
の
都
市
に
も
足
を
延
ば
し
て
も

ら
お
う
と
い
う
イ
ギ
リ
ス
政
府
観
光
庁
に

よ
る
観
光
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
で
あ
る
。そ
し

て
、「
文
化
プ
ロ
グ
ラ
ム
」が
観
光
に
好
循

環
を
生
み
出
し
た
こ
と
は
よ
く
知
ら
れ
て

い
る
。

　
「
文
化
プ
ロ
グ
ラ
ム
」と
し
て
イ
ベ
ン
ト

を
開
催
す
る
の
が
目
的
な
の
で
は
な
い
。

近
江
の
魅
力
を
世
界
の
人
々
に
知
っ
て

も
ら
う
契
機
と
な
る
よ
う
、仕
掛
け
る
こ

と
が
大
切
な
の
で
あ
る
。（
近
江
通
信

VO
L2

・2015.12.21.

再
掲
）。
文
化
芸

術
を
資
源
と
し
た
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
実
施
だ

け
で
は
な
く
、地
方
創
生
に
つ
な
が
る
観

光
振
興
・
雇
用
や
産
業
の
創
出
を
見
据
え

た
未
来
の
計
画
が
必
要
だ
と
い
う
こ
と

だ
。そ
の
た
め
に
は
、「
オ
ー
プ
ン
ガ
バ
メ

ン
ト
」、「
ト
レ
ー
ド
・
オ
ン
」と
い
う
考
え

方
が
必
要
で
あ
り
、オ
ー
ル
彦
根
で
取
り

組
ま
な
く
て
は
な
ら
な
い
の
で
あ
る
。

　
余
談
だ
が
、大
正
元
年（
１
９
２
５
）に

ジ
ャ
パ
ン
・
ツ
ー
リ
ス
ト
・
ビ
ュ
ー
ロ
ー

が
設
立
さ
れ
、海
外
へ
向
け
た
誘
致
活
動

が
行
な
わ
れ
て
い
る
。当
時
も
伝
統
文
化

や
自
然
が
、観
光
の
セ
ー
ル
ス
ポ
イ
ン
ト

だ
っ
た
。そ
の
時
、活
躍
し
た
の
が
吉
田

初
三
郎（
１
８
８
４
〜
１
９
５
５
）で
あ
っ

た
。独
特
の
鳥
瞰
図
で
多
く
の
沿
線
ガ
イ

ド
を
描
き
、昭
和
５
年（
１
９
３
０
）に
は
、

「Beautiful Japan

」の
ポ
ス
タ
ー
を
手

掛
け
て
い
る
。

　
初
三
郎
は『
琵
琶
湖
名
所
鳥
瞰
図
』（
琵

琶
湖
遊
覧
御
案
内 

太
湖
汽
船
株
式
会
社 

1
9
2
6
年
頃
）に
こ
ん
な
一
文
を
添
え

て
い
る
。「
富
士
と
琵
琶
湖
、そ
は
世
界
に

對
し
て
、我
等
日
本
人
が
優
美
を
誇
る
象

徴
の
双
璧
で
あ
ら
ね
ば
な
ら
ぬ
。予
曾
つ

て
鐵
道
省
よ
り
發
行
の
、鐵
道
旅
行
案
内

裝
幀
並
に
挿
畫
執
筆
に
當
り
、洽
く
全
國

に
寫
生
旅
行
を
試
み
た
る
も
、未
だ
琵
琶

湖
の
如
く
、交
通
至
便
に
し
て
風
光
美
の

雄
大
な
る
を
見
ず
」。

　

21
世
紀
の
今
も
、近
江
は
交
通
至
便
に

し
て
風
光
明
媚
、文
化
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
開

催
に
、最
適
の
地
な
の
で
あ
る
。

　
彦
根
商
工
会
議
所
顧
問
の
橋
爪
紳
也
氏

の
著
書
に『
ツ
ー
リ
ズ
ム
の
都
市
デ
ザ
イ

ン 

非
日
常
と
日
常
の
仕
掛
け
』(

鹿
島
出

版
会
２
０
１
５)

が
あ
る
。そ
の
中
で
氏

は
、ロ
ン
ド
ン
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
に
つ
い
て

触
れ
て
い
る
。

　
「
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
の
レ
ガ
シ
ー
」と
題
さ

れ
た
パ
ー
ト
の
セ
ン
テ
ン
ス
を
幾
つ
か
抜

粋
し
て
お
く
。「
ロ
ン
ド
ン
の
場
合
、オ
リ

ン
ピ
ッ
ク
の
誘
致
が
、一
連
の
都
市
再
生

事
業
の
ひ
と
つ
と
し
て
位
置
づ
け
ら
れ
て

い
た
点
が
注
目
さ
れ
る
」。「
ロ
ン
ド
ン
市

が
追
求
し
た
大
会
計
画
の
最
大
の
特
徴

は
、「
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
前
に
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク

後
を
デ
ザ
イ
ン
す
る
」、い
わ
ゆ
る「
レ
ガ

シ
ー
・
プ
ラ
ン（
遺
産
計
画
）に
重
き
を
置

い
た
点
で
あ
る
」。

　
誰
も
が
企
画
し
参
加
が
可
能
な
文
化
プ

ロ
グ
ラ
ム
だ
が
、商
工
会
議
所
や
近
江

ツ
ー
リ
ズ
ム
ボ
ー
ド
が
仕
掛
け
る
な
ら

ば
、「
祝
祭
が
終
わ
っ
た
後
に
」（『
ツ
ー
リ

ズ
ム
の
都
市
デ
ザ
イ
ン 

非
日
常
と
日
常

の
仕
掛
け
』コ
ン
テ
ン
ツ
タ
イ
ト
ル
）彦

根
に
何
を
残
せ
る
か…

…

、地
方
都
市
が

抱
え
る
問
題
を
解
決
す
る
処
方
と
し
て
取

り
組
み
た
い
も
の
で
あ
る
。

た
い

か

さ
し 

え

あ
ま
ね

し
ゃ
せ
い
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「
美
味
し
い
も
の
が
あ
る
街
に

人
は
集
ま
る
」を
キ
ャ
ッ
チ
フ

レ
ー
ズ
に
、観
光
消
費
額
を
増
や

し
、こ
の
エ
リ
ア
を
盛
り
上
げ
る

た
め
、「
近
江
美
食
都
市
推
進
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
」の
一
環
と
し
て
今
回

か
ら
始
ま
っ
た
美
食
料
理
セ
ミ

ナ
ー
は
、世
界
に
誇
れ
る
食
の
提

供
場
所
を
増
や
し
た
い
、世
界
中

か
ら
観
光
客
が
集
ま
る
街
に
し
た

い
と
の
想
い
の
も
と
、東
京
か
ら

太
田
哲
雄
氏
を
招
き
、地
元
の
プ

ロ
の
料
理
人
の
た
め
の
料
理
セ
ミ

ナ
ー
と
し
て
２
月
６
日（
月
）に

開
催
し
ま
し
た
。

　
太
田
氏
か
ら
は
、近
江
食
材
を

活
用
し
た
イ
タ
リ
ア
料
理
と
し
て

デ
モ
ン
ス
ト
レ
ー
シ
ョ
ン
を
し
て

い
た
だ
き
、そ
れ
を
囲
ん
で
地
元

料
理
人
達
が
五
感
を
通
し
て
学
び

ま
し
た
。

  

太
田
氏
は
、長
野
県
で
生
ま
れ
、

料
理
人
を
志
し
19
歳
で
修
業
の
た

め
イ
タ
リ
ア
へ
旅
立
ち
ま
す
。イ

タ
リ
ア
の
名
だ
た
る
レ
ス
ト
ラ
ン

や
、「
世
界
一
予
約
の
取
れ
な
い
レ

ス
ト
ラ
ン
」と
し
て
有
名
な
ス
ペ

イ
ン「
エ
ル
・
ブ
ジ
」、世
界
の
ベ

ス
ト
レ
ス
ト
ラ
ン
50
に
選
出
さ
れ

地
域
の
プ
ロ
の
た
め
の
美
食
料
理
セ
ミ
ナ
ー「
第
１
回
南
欧
編
」開
催

る
、ペ
ル
ー「
ア
ス
ト
リ
ッ
ド
・
イ
・

ガ
ス
ト
ン
」な
ど
で
経
験
を
積
ま

れ
ま
し
た
。最
近
で
は
、未
知
の

食
材
と
土
着
の
食
文
化
を
求
め
て

単
身
ア
マ
ゾ
ン
へ
行
か
れ
る
く
ら

い
バ
イ
タ
リ
テ
ィ
の
溢
れ
る
方
で

す
。そ
ん
な
太
田
氏
が
大
事
に
さ

れ
て
い
る
の
が“

Ｋ
Ｍ
０（
キ
ロ

メ
ー
ト
ル
・
ゼ
ロ
）

”

の
概
念
で
す
。

今
や
イ
タ
リ
ア
全
国
に
広
が
る
こ

の“

Ｋ
Ｍ
０”

は
、で
き
る
だ
け
地

元
の
作
物
を
地
元
で
消
費
、農
家

と
消
費
者
の
距
離
を
短
く
し
新
鮮

で
安
全
性
の
高
い
食
材
を
食
べ
よ

う
と
い
う
動
き
で
す
。こ
の『
近

江「
美
食
都
市
」プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
』

で
も「
農
商
工
連
携
に
よ
る
地
域

食
材
の
開
発
及
び
増
産
」に
取
り

組
ん
で
お
り
、地
元
の
料
理
人
の

方
々
に
地
元
食
材
を
使
っ
て
い
た

だ
き
た
い
と
の
想
い
も
あ
り
こ
の

概
念
に
通
ず
る
と
こ
ろ
が
あ
り
ま

し
た
。

 　
セ
ミ
ナ
ー
前
日
は
、野
菜
ソ
ム

リ
エ
上
級
プ
ロ
の
立
花
尚
子
氏
の

ご
案
内
で
彦
根
市
薩
摩
町
の
福
原

勉
氏
の
圃
場
を
見
学
。土
に
強
い

こ
だ
わ
り
を
も
つ
福
原
氏
の
想
い

を
聞
き
な
が
ら
、ホ
ワ
イ
ト
ア
ス

パ
ラ
ガ
ス
と
菜
花
の
栽
培
状
況
を

見
学
し
、ホ
ワ
イ
ト
ア
ス
パ
ラ
ガ

ス
の
と
て
も
繊
細
な
が
ら
力
強
い

味
に
太
田
氏
は
イ
ン
ス
ピ
レ
ー

シ
ョ
ン
を
受
け
、次
か
ら
次
に
料

理
の
ア
イ
デ
ィ
ア
が
浮
か
ぶ
姿
に

は
驚
き
ま
し
た
。

　
当
日
は
、雪
が
降
る
中
11
名
の

地
元
料
理
人
の
方
々
に
参
加
し
て

い
た
だ
き
ま
し
た
。近
江
の
食
材

を
地
元
で
使
っ
て
い
た
だ
き
た
い
、

食
材
を
最
大
限
に
い
か
し
た
手
法

を
知
っ
て
い
た
だ
き
た
い
、と
い

う
今
回
の
目
的
も
あ
り
、多
賀
に

ん
じ
ん
や
近
江
牛
、近
江
し
ゃ
も

等
の
近
江
の
食
材
を
揃
え
ま
し
た
。

料
理
は
イ
タ
リ
ア
ン
で
す
が
、

各
々
の
ジ
ャ
ン
ル
に
す
ぐ
に
料
理

に
落
と
し
込
め
る
エ
ッ
セ
ン
ス
を

伝
え
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。そ
の

た
め
、和
食
の
料
理
人
が
多
か
っ

た
に
も
関
わ
ら
ず
、そ
の
手
法
に

料
理
人
た
ち
は
魅
せ
ら
れ
、セ
ミ

ナ
ー
の
何
日
か
後
に
は
、お
店
の

メ
ニ
ュ
ー
に
取
り
入
れ
て
い
る
店

舗
も
あ
り
ま
し
た
。

　
実
際
に
調
理
し
て
い
る
姿
を
見
、

音
や
肌（
温
度
）で
感
じ
、そ
し
て

試
食
す
る
と
い
う
五
感
を
通
し
て

学
べ
る
セ
ミ
ナ
ー
は
と
て
も
好
評

で
し
た
。料
理
人
同
士
の
横
の
連

携
を
繋
げ
た
い
と
い
う
目
的
も
あ

り
ま
し
た
が
、教
え
合
う
こ
と
に

よ
り
美
食
都
市
を
築
き
あ
げ
て
い

く
第
一
歩
と
な
り
ま
し
た
。

 　
次
回
は
、３
月
14
日
に
和
食
編

と
し
て
石
井
仁
氏
に
来
て
い
た
だ

き
ま
す
。近
江
食
材
の
良
さ
を
最

大
限
い
か
し
た
天
ぷ
ら
の
揚
げ
方
、

ま
た
、ミ
シ
ュ
ラ
ン
の
星
の
つ
い

た
蕎
麦
等
を
ご
指
導
い
た
だ
く
予

定
で
す
。

今回の使用食材 ●多賀にんじん（多賀町）●ホワイトアスパラガス（彦根市
薩摩町）●菜花（彦根市薩摩町）●いちご（彦根市野良田町）●ジャンボレモン
（愛荘町）●近江牛●近江しゃも●淡海地鶏

梅あかりのもと、幻想的な雅楽などの音楽とともに
特別な一夜をお届けします。

※同時開催としてヒコネ・ヒカリサイクル「光のオブジェデザイン」の展示も開催予定。

【出演予定】滋賀雅楽会・滋賀県立大学吹奏楽部・近江高等学校吹奏楽部

Special day

18：00～20：003月18日（土）2017年

※画像はイメージです。　※雨天などの場合、中止になる場合がございます。

+DINING

■お問い合わせ先 :一般社団法人 近江ツーリズムボード　
■TEL/FAX: 0749-22-5580　
■Mail : info@oh-mi.org　
■URL: http://oh-mi.org

読み込んで
ホームページに
アクセス！

梅あかり
彦根の梅林を彩る有名デザイナーとのコラボレーション !

彦根城内にある約400本の梅林を彩るデザイナーによるライト
アップで唯一無二の幻想的な風景を演出します。彦根の歴史を
テーマに制作されたオリジナルファニチャーやフードカーによ
るお食事と共にお楽しみください！

ライティングデザイン
内原 智史
内原智史デザイン事務所・所長。光による空間プロ
デュースをはじめ、照明器具から都市景観照明のデ
ザインを手がける。2007年「国宝・彦根城築城400
年祭」のライトアップアドバイザー。

ファニチャーデザイン
intentionallies
建築デザイン事務所インテンショナリーズの代表の
鄭秀和は建築家でデザイナー。 東京都生まれ、神奈
川県育ち。 武蔵野美術大学大学院修了。1996年の
設立以来、建築を中心に様々なメディアにおいて、
既存の概念を覆すモノづくりを展開している。

食の祭典

フードカーは
イベント期間中
毎日出店！

イベント開催中、会場にはフード
カーが出店！近江食材を使用した
特別メニューを梅林ライトアップ
のロケーションで味わえます！！

今回のイベント期間中に参
加店舗限定の「梅メニュー」
が味わえます！ぜひ、彦根
の梅と一緒に食もお楽しみ
ください。

【梅メニュー参加店舗】 ※順不同
あゆの店きむら 京橋店/ Salon Bar Thistle /いと重 /もんぜんや
せんなり亭  伽羅 / せんなり亭  ニ九食や / 伊勢幾 / 双葉荘
Oyster & Spanish Italian Girasole/chidori /dub plate
料亭旅館やす井 /しる万本店 / 

市内飲食店にて
期間限定「梅」メニュー提供！

会場内でのフードカーの出店

プレイベント

開催
日程

時間

場所

17：30～20：00まで

2017年

彦根城大手門梅林

3月10日（金）～3月11日（土）
3月17日（金）～3月19日（日）
3月24日（金）～3月26日（日）

今
回
の
メ
ニ
ュ
ー

● 

菜
の
花
の
ブ
ル
ス
ケ
ッ
タ

● 

柔
ら
か
い
ホ
ワ
イ
ト
ア
ス
パ
ラ
ガ

ス
の
サ
ラ
ダ
・
ブ
ラ
ー
タ
チ
ー
ズ

の
タ
ル
タ
ル
と
イ
チ
ゴ
の
マ
リ
ネ

● 

近
江
牛
と
ア
マ
ゾ
ン
カ
カ
オ
の

タ
ル
タ
ル
・
28
ヶ
月
熟
成
の
パ
ル

ミ
ジ
ャ
ー
ノ
と
ジ
ャ
ン
ボ
レ
モ
ン

風
味

● 

柔
ら
く
煮
込
ん
だ
人
参
と
プ
リ
モ

フ
ィ
ヨ
ー
レ 

デ
ィ 

マ
ル
カ
チ
ー

ズ
の
オ
ー
ブ
ン
焼
き
・
近
江
地
鶏

の
ス
ー
プ
仕
立
て

● 

淡
海
地
鶏
の
ト
ス
カ
ー
ナ
風
バ

タ
ー
焼
き

● 

近
江
し
ゃ
も
の
ト
ス
カ
ー
ナ
風
フ

リ
ッ
ト

● 

イ
チ
ゴ
と
ア
ー
モ
ン
ド
ク
リ
ー
ム

の
温
か
い
タ
ル
ト



不易流行 67 彦根商工会議所通信 vol.36

R E P O R T &  I N F O R M A T I O N
R&I

■
彦
根
異
業
種
交
流
研
究
会　
例
会

１
月
16
日　
や
す
井
に
て
開
催

■
近
江
ツ
ー
リ
ズ
ム
ボ
ー
ド
会
長
＆

　
町
長
懇
談
会

１
月
17
日　
当
所
に
て
開
催

■
市
・
観
光
協
会
・
当
所
３
者
懇
談
会

１
月
18
日　
彦
根
市
役
所
に
て
開
催

■
近
江「
美
食
都
市
」推
進
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

　
戦
略
的
情
報
発
信
業
務
の
委
託
事

　
業
者
選
定
に
係
る
審
査
、

　
先
進
的
パ
ブ
リ
ッ
ク
デ
ザ
イ
ン
フ
ァ

　
ニ
チ
ャ
ー
製
作
業
務
委
託
事
業
者

　
選
定
に
係
る
審
査
、

　
フ
ー
ド
カ
ー
製
作
に
係
る
競
争
見

　
積
り
合
せ
選
定
委
員
会

１
月
18
日　
当
所
に
て
開
催

■
古
式
銃
研
究
会　
新
年
会

１
月
18
日　
レ
ス
ト
ラ
ン
千
成
亭
に
て
開
催

■
彦
根
ヒ
ス
ト
リ
ア
講
座

１
月
18
日　
当
所
に
て
開
催

■
近
江
ツ
ー
リ
ズ
ム
ボ
ー
ド　
企
画

　
委
員
会

１
月
20
日　
当
所
に
て
開
催

■
彫
琢
会
Ｄ
Ｍ
Ｇ
森
精
機
㈱
伊
賀
事

　
業
所
見
学

１
月
20
日　
Ｄ
Ｍ
Ｇ
森
精
機
㈱
伊
賀
事
業

所
に
て
開
催

■
議
員
ク
ラ
ブ　
囲
碁
同
好
会

１
月
20
日　
グ
ラ
ン
ド
デ
ュ
ー
ク
ホ
テ
ル

に
て
開
催

■
彦
根
プ
レ
ミ
ア
ム
書
道
塾「
ひ
こ

　
ね
継
未
塾
」

１
月
21
日　
千
代
神
社
に
て
開
催

会
議
・
行
事 

開
催
報
告

　
建
設
業
部
会
で
は
、去
る
２
月
22
日
、木

村
副
会
頭
を
は
じ
め
、田
附
部
会
長
並
び
に

谷
・
髙
木
副
部
会
長
他
が
、彦
根
市
役
所
で

山
根
副
市
長
、契
約
監
理
室
長
ら
と
懇
談
、

市
内
業
者
育
成
の
観
点
か
ら
、彦
根
市
に
お

け
る
入
札
制
度
の
見
直
し
と
、入
札
参
加
資

格
の
改
善
に
つ
い
て
要
望
を
行
い
ま
し
た
。

　
現
在
の
市
に
お
け
る
入
札
制
度
に
つ
い

て
、県
内
他
市
町
の
事
例
を
示
し
な
が
ら
、

市
内
業
者
育
成
の
観
点
か
ら
、市
内
業
者
に

配
慮
し
た
制
度
と
な
る
よ
う
、早
期
の
改
善

を
要
望
し
ま
し
た
。

　
市
か
ら
は
、こ
れ
ま
で
検
討
し
て
き
た
こ

と
を
踏
ま
え
、新
年
度
か
ら
独
自
の
特
別
簡

易
型
総
合
評
価
制
度
を
試
行
導
入
し
、今
後

改
善
す
べ
き
点
が
あ
れ
ば
、引
き
続
き
検
討

し
て
い
く
と
い
う
こ
と
で
し
た
。

市
入
札
制
度
の
見
直
し

に
対
す
る
要
望
活
動

―

建
設
業
部
会―

滋賀事務所 
〒520-0051 大津市梅林1-3-10  滋賀ビル６階

企業間の人材マッチングを支援しています
経済・産業団体、ハローワーク等と連携し、全国ネットを通じて、  人材の確保、従業員の再就職支援に努めています。

確かな実績と信頼 幅広いデータベース 相談等の費用は無料
昭和62年に経済・産業団
体と国の協力で設立された
公益財団法人です。

ハローワークや経済団体
などと連携し豊富な人材情
報を提供しています。

情報の提供、相談、あっせん
についての費用はかかりま
せん。

TEL.077-526-3991  FAX.077-526-2761
http://www.sangyokoyo.or.jp/

■
近
畿
財
務
局
中
堅
中
小
企
業
施
策

　
に
関
す
る
意
見
交
換
会

１
月
23
日　
当
所
に
て
開
催

■
ひ
こ
ね
ビ
ジ
ネ
ス
英
会
話
セ
ミ
ナ
ー

１
月
23
日　
当
所
に
て
開
催

■
光
と
ア
ー
ト
で
発
信
す
る
付
加
価
値

　
創
造
事
業　
彦
根
市
実
行
委
員
会

　
文
化
イ
ベ
ン
ト
部
会

１
月
24
日　
当
所
に
て
開
催

■
光
と
ア
ー
ト
で
発
信
す
る
付
加
価
値

　
創
造
事
業　
彦
根
市
実
行
委
員
会

　
ラ
イ
ト
ア
ッ
プ
部
会

１
月
25
日　
当
所
に
て
開
催

■
ひ
こ
ね
フ
ァ
ン
デ
ー
シ
ョ
ン
Ｊ
Ａ
Ｐ
Ａ

　
Ｎ
ブ
ラ
ン
ド
育
成
支
援
事
業
委
員
会

１
月
25
日　
当
所
に
て
開
催

■
会
員
交
流
フ
ェ
ア  

新
春
特
別
講

　
演
会
、会
員
交
流
懇
親
会

１
月
26
日　
彦
根
ビ
ュ
ー
ホ
テ
ル
に
て
開
催

■
光
と
ア
ー
ト
で
発
信
す
る
付
加
価
値

　
創
造
事
業　
小
泉
八
雲
・
朗
読
の

　
夕
べ
プ
レ
ス
発
表

１
月
27
日　
彦
根
市
役
所
に
て
開
催

■
彦
根
地
区
雇
用
対
策
協
議
会　
業
務

　
運
営
委
員
会
、労
務
担
当
者
研
修
会

２
月
１
日　
当
所
に
て
開
催

■
国
宝
・
彦
根
城
築
城
４
１
０
年
祭

　
特
別
委
員
会

２
月
１
日　
当
所
に
て
開
催

■
不
動
産
部
会　
新
年
会

２
月
２
日　
伊
勢
幾
に
て
開
催

■
彦
根
異
業
種
交
流
研
究
会　
町
屋

　
活
用
委
員
会

２
月
３
日　
当
所
に
て
開
催

■
古
式
銃
研
究
会　
役
員
会

２
月
３
日　
せ
ん
な
り
亭
伽
羅
に
て
開
催

■
近
江「
美
食
都
市
」推
進
プ
ロ
ジ
ェ
ク

　
ト
事
業　
地
域
の
プ
ロ
の
た
め
の

　
美
食
料
理
セ
ミ
ナ
ー

２
月
６
日　
大
阪
ガ
ス
Ｄ
Ｉ
Ｌ
Ｉ
Ｐ
Ａ
彦

根
に
て
開
催

■
彦
根
経
済
戦
略
研
究
会

２
月
７
日　
当
所
に
て
開
催

■
ひ
こ
ね
プ
レ
ミ
ア
ム
甲
冑
プ
ロ
ジ
ェ

　
ク
ト
・
共
同
展
示
商
談
会「feel 

　

N
IPPO

N

春
」出
展

２
月
８
日
〜
10
日　
東
京
ビ
ッ
グ
サ
イ
ト

に
て
開
催

■
彦
根
ヒ
ス
ト
リ
ア
講
座

２
月
８
日　
当
所
に
て
開
催

■
業
務
革
新
委
員
会

２
月
９
日　
伊
勢
幾
に
て
開
催

■
彦
根
異
業
種
交
流
研
究
会　
例
会
・

　
海
外
研
修

２
月
11
日
〜
15
日　
ラ
オ
ス
・
ベ
ト
ナ
ム

に
て
開
催

■
珠
算
・
暗
算
・
段
位
認
定
検
定
試
験

２
月
12
日　
当
所
に
て
開
催

■
近
江
ツ
ー
リ
ズ
ム
ボ
ー
ド　
総
務

　
委
員
会

２
月
13
日　
当
所
に
て
開
催

平
成
28
年
度
地
域
力
活
用
新
事
業
∞
全
国
展
開
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

ひ
こ
ね
プ
レ
ミ
ア
ム
甲
冑
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

共
同
展
示
商
談
会「feel NIPPO

N 

春
２
０
１
７
」に
出
展
!!

　
去
る
２
月
８
日（
水
）〜
10 

日（
金
）の 

３
日
間
、東
京
ビ
ッ
グ
サ
イ
ト
に
て「
第 

83 

回
東
京
イ
ン
タ
ー
ナ
シ
ョ
ナ
ル
・
ギ
フ

ト
・
シ
ョ
ー 

春 

２
０
１
７
」お
よ
び「
第

21
回
グ
ル
メ
＆
ダ
イ
ニ
ン
グ
ス
タ
イ
ル

シ
ョ
ー 

春 

２
０
１
７
」内
で
行
わ
れ
た

共
同
展
示
商
談
会「feel N

IPPO
N
 

春 

２
０
１
７
」に
ひ
こ
ね
プ
レ
ミ
ア
ム
甲
冑

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
と
し
て
出
展
し
ま
し
た
。

　
全
国
か
ら
50
の
商
工
会
議
所
が
そ
れ

ぞ
れ
の
オ
リ
ジ
ナ
ル
商
品
を
出
展
し
、新

商
品
の
テ
ス
ト
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
や
バ

イ
ヤ
ー
と
の
商
談
等
が
活
発
に
行
わ
れ

　
彦
根
商
工
会
議
所
は
平
成
26
年
度『
彦

根
ブ
ラ
ン
ド
開
発
事
業
』と
し
て「
歴
史

を
愉
し
む
城
下
町
、彦
根
」を
ブ
ラ
ン
ド

コ
ン
セ
プ
ト
に
、「
ま
ち（
集
客
）ブ
ラ
ン

ド
開
発
」、「
も
の（
商
品
）ブ
ラ
ン
ド
開

発
」、「
く
ら
し（
生
活
）ブ
ラ
ン
ド
開
発
」

の
各
事
業
を
進
め
て
い
ま
す
。

　
平
成
27
年
度
は「
も
の（
商
品
）ブ
ラ

ン
ド
開
発
」の
ひ
と
つ
と
し
て
、日
本
商

工
会
議
所
の
補
助
金「
平
成
27
年
度
地
域

力
活
用
新
事
業
∞
全
国
展
開
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
」を
活
用
し
、彦
根
仏
壇
事
業
協
同

組
合
、当
所
等
が
連
携
し
て「
ひ
こ
ね
プ

レ
ミ
ア
ム
甲
冑
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」に
取
り

組
み
ま
し
た
。

　
彦
根
仏
壇
の
起
源
は
古
く
、江
戸
時
代

中
期
に
武
具
や
武
器
の
製
作
に
携
わ
っ

て
い
た
塗
師
、指
物
師
、錺
金
具
師
等
が

平
和
産
業
と
し
て
仏
壇
製
作
に
転
向
し

た
の
が
始
ま
り
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。今

回
の
甲
冑
製
作
は
彦
根
仏
壇
に
と
っ
て

先
祖
が
え
り
と
な
り
ま
す
。

ひ
こ
ね
プ
レ
ミ
ア
ム
甲
冑
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

甲
冑
試
作
品
完
成
！

ま
し
た
。

　
当
所
・
ひ
こ
ね
プ
レ
ミ
ア
ム
甲
冑
ブ
ー

ス
に
も
通
信
販
売
業
社
や
輸
出
業
者
等

の
バ
イ
ヤ
ー
が
数
多
く
訪
れ
、普
段
接
す

る
こ
と
が
出
来
な
い
バ
イ
ヤ
ー
か
ら
直

接
ご
意
見
を
い
た
だ
く
貴
重
な
機
会
に

な
り
ま
し
た
。

　
ま
た
、中
国
な
ど
、ア
ジ
ア
圏
か
ら
の

来
場
者
も
多
く
、彦
根
仏
壇
の
伝
統
技
術

を
活
用
し
た
ひ
こ
ね
プ
レ
ミ
ア
ム
甲
冑

を「
商
品
化
し
た
ら
買
い
た
い
。」と
い
う

嬉
し
い
お
声
も
多
く
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。

　
モ
チ
ー
フ
と
し
て
い
る
甲
冑
は
彦
根

藩
２
代
当
主
井
伊
直
孝
公
所
用『
朱
漆
塗

燻
韋
威
縫
延
腰
取
二
枚
胴
具
足
』。井
伊

家
の
甲
冑
の
中
で
も
全
体
に
均
斉
良
く
、

無
駄
の
な
い
引
き
締
ま
っ
た
造
形
で
あ

り
、以
後
に
作
ら
れ
た
歴
代
井
伊
家
甲
冑

の
規
範
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
今
年
度
は
昨
年
度
製
作
し
た
ひ
こ
ね

プ
レ
ミ
ア
ム
甲
冑
試
作
品
を
も
と
に
、部

分
的
な
改
良
と
販
売
を
視
野
に
入
れ
た

甲
冑
改
良
品
の
製
作
に
取
り
組
み
ま
し

た
。ま
た
、改
良
と
並
行
し
て
甲
冑
製
造

業
者
や
甲
冑
販
売
業
者
を
訪
問
し
、甲
冑

製
造
工
程
や
マ
ー
ケ
ッ
ト
の
調
査
を
行

い
ま
し
た
。そ
の
結
果
、コ
ス
ト
や
製
造

期
間
を
大
幅
に
抑
え
、ひ
こ
ね
プ
レ
ミ
ア

ム
甲
冑
の
改
良
品
が
完
成
し
ま
し
た
。

　
今
後
は
、甲
冑
改
良
品
を
更
に
改
良
し
、

よ
り
完
成
度
が
高
く
プ
レ
ミ
ア
ム
な
甲

冑
を
開
発
す
る
と
と
も
に
製
造
・
販
売
体

系
の
整
備
を
検
討
し
て
い
き
ま
す
。 し

ゅ
う
る
し
ぬ
り

ふ
す
べ
が
わ
お
ど
し
ぬ
い
の
べ
こ
し
と
り  

に 

ま
い
ど
う  

ぐ  

そ
く
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ウェブサイトからの申込みも可
http://www.hikone-cci.or.jp/
お問合せ　tel.0749-22-4551・seminar@hikone-cci.or.jp

●受講料  会員500円・非会員・一般700円・学生無料
●場　所  彦根商工会議所４階大会議室
●時　間 18：30開場・19：00スタート

主催 彦根商工会議所（〒522-0063 彦根市中央町３-８ tel.0749-22-4551）・共催  （一社）近江ツーリズムボード

第７講   2017年３月29日（水曜日）
「井伊家ゆかりの庭園」  

講師 井伊家ゆかりのお庭案内人
　  谷口 徹氏 

柏原宿歴史館館長。元彦根市教育委員会
文化財部長。専門分野を越えて、彦根の古
代から現代に至る彦根の歴史を俯瞰でき
る唯一の人物。著書に『幻の名窯湖東焼』
（1996）・『近江戦国の道』（1995）・『近江
中山道』（1998）・『井伊直弼の茶の湯』
（2007）・『たねや美濠美術館図録 湖東焼』
（2007）など多数。

　江戸時代は、武家政権がもたらした250年余の「平和」の中で、さ
まざまな「大名文化」を醸成した。武門を持って知られた井伊家で
も、歴代の藩主が能や茶の湯などを嗜み、時には嗜みを越えて大名
文化を牽引する藩主を生み出した。ここで紹介する井伊家ゆかりの
庭園もまた、大名文化の一翼として理解する必要があろう。
　また、大名庭園の視点から見ると、下屋敷の庭園の方が一際優れ
たものが多いが、上屋敷・下屋敷それぞれに庭園が存在した。また、
井伊家の菩提寺など、井伊家ゆかりの社寺にも名園が多い。藩主や
その一族がしばしば訪れて、先祖の菩提を弔うとともに庭を愛でな
がらひと時を過ごした。井伊谷と彦根のふたつの龍潭寺の庭園も併
せて紹介し、「井伊家ゆかりの庭園」の魅力を探る。

彦根ヒストリア講座しごと・くらし・おもてなしで役立つ

彦根プレミアム塾
NHK大河ドラマ『おんな城主 直虎』が放映中、そして、3月18日から「国宝・彦根城築城410
年祭」が始まる。2017年をより楽しむためのヒストリア講座、いよいよ最終講!!

開催場所　　　彦根商工会議所 会議室（彦根市中央町3-8）・定員　30人（定員になり次第締め切り）
会員　無料 ／ 非会員・一般　1講座あたり2,000円 ※非会員の方は、入会をご検討ください。
お申込み　　　ウェブサイトから申込み可能です。
お問合せ　　　セミナー担当　TEL.22-4551・ FAX26-2730・seminar@hikone-cci.or.jp・http://www.hikone-cci.or.jp

⑤写真を活かして業績アップ！
   プロ直伝デジタルカメラ上手な写し方
　―お客様の興味を引く！購買意欲の湧く写真を撮ろう！―
開催日時　　3／ 17（金）14：00～ 16：30（150分）

講 師  フォトララ
　　　　　　　　　　　　　 瀬川 陣市氏
大学卒業後、会社員を経て米国公立高校で日本
語教師のため渡米。シカゴの建築写真家に師事
した後帰国。95年商業カメラマンとして活動開
始。2006年ウェブ総合情報サイトAll Aboutに
て「写真撮影ガイド」として講座を開始。現在商
業撮影ほか旅の紀行撮影をする傍ら写真や動画
の撮影指導の講師としても活躍中。

⑥それぞれの特長を活かして顧客獲得！売上アップ！
　ソーシャルメディア・ビジネス活用法
　 ―Facebook・LINE・ブログ・Instagramをもっと上手に活用しよう―
開催日時　3／ 23（木）14：00～ 16：00（120分）

講 師  ホームページコンサルタント永友事務所
　　　代表  永友 一朗氏
1973年生まれ。東海大学文学部広報学科卒業。
旅行会社勤務を経て、神奈川県経営者福祉振興
財団に入社、中小企業のホームページ作成支援等
の責任者を歴任し独立。現在ペルソナシナリオ
手法やソーシャルメディアを活用した中小企業の
HP運営実務に精通したITコンサルタントとして
活躍中。

代表・フォトグラファー
フォトライフコンシェルジュ

売上増加！

販売促進！

広報強化！

IT 活用！

商売繁盛セミナー
～アナログからデジタルまで様々な手法ですぐ実践！～

経営環境がまだまだ厳しい中、今一度、商売繁盛をめざして、売上増加、販売促進、店舗・商品魅力
づくり、SNS等を活用した広報展開等、様々なテーマ・手法で学んでいただきます。
業種業態に合せて、経営者から従業員まで幅広い層の必要な方に必要な内容をお選びください。

残席わずか!

キーワードを書
いて右記のお宝
発 見 報 告 所 に
持って行こう！

参加してもらえる
賞品と、抽選で
もらえる賞品があ
るよ！

国宝・彦根城築城410年祭
案内所（彦根城二の丸）で宝
の地図を手に入れよう！

謎を解いて彦根城内と城下
町内の２つのエリアに隠され
た6つの宝箱を見つけ出そう！
（まずは彦根城内で3つの宝箱を
見つけたら、次に城下町に出て残
りの3つを探し出そう）

宝箱に書かれたキーワード
を宝の地図にメモしよう！

1.まずは宝の地図を手に入れる 2.謎を解いて宝箱を見つける 3.宝箱に書かれたキーワード

5.お宝がもらえる4.キーワードをお宝発見報告所へ

伝説のお宝探偵団 参加用宝の地図配布場所

伝説のお宝探偵団 お宝発見報告所
国宝・彦根城築城 410 年祭案内所（彦根城二の丸）1

彦根観光センター（いろは松駐車場）2
ひこね街なかプラザ（四番町スクエア）3
彦根市観光案内所【いらっしゃいませ館】（JR 彦根駅西口）4
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中小企業・小規模事業者の未来（ビジネス）をサポートするサイト
としてスタート。100万社の事業者と１万人の専門家・支援機関
が参加するビジネスネットワークの構築を目指しています。

「ミラサポ～未来の企業★応援サイト～」とは

ミラサポ会員向けに“便利”で“お得”なサービスをご提供します。
ちょっとした経営上のお悩み相談から、未来のビジネス創造まで
サポートできるサイトを目指しています。

●セキュリティ・個人情報保護も万全です。 ●コミュニティは、実名登録で安全です。

ミラサポの特長

ミラサポの主な機能

ミラサポ 検索

中小企業・小規模事業
者の

未来（ビジネス）をサ
ポートするサイト!!

補助金の検索・電子申請がカンタン・便利にミラサ
ポからできる！
あなたが抱える経営課題に応える専門家の派遣が無
料で受けられる！
全国の事業者・専門家などが参加するミラサポコ
ミュニティで交流できる！
業務に役立つさまざまなサポートツールを活用する
ことができる！

1

2

3

4

march.2017女性会通信   

　お蔭さまで、橋本商店街に創業し今年で60年。建物
の老朽化に伴い60周年の節目に創業地を一旦離れ、千
成亭橋本店は夢京橋キャッスルロードに、レストラン千成
亭は戸賀町（旧二九食や店舗地）に移転いたしました。ま
た、夢京橋店の二階では和モダンの贅沢な空間で近江肉
とワインを楽しんでいただける「せんなり亭  心華房」を新
規開店させていただきました。近い将来創業地に再び
戻ってこれるよう、これからも千成亭は地域とのご縁を大
事にしながら、近江肉とお客様の思い出づくりのお手伝い
をしていきたいと思っています。

　去る１月26日に彦根ビューホテルにおいて第７回会員交流フェア
「MEET The Members」が開催され、当女性会から１６名が参加しました。
　第１部新春特別講演会では、映画「武士の家計簿」原作者、歴史学者で
国際日本文化研究センター准教授の磯田道史氏をお迎えし、「おんな城主 
井伊直虎と直政」と題してご講演いただきました。女性会メンバーからは、「Ｎ
ＨＫ大河ドラマ『おんな城主 井伊直虎』についてのエピソードで、いかに人
を惹きつけておくか、等のお話もあり商売も同じところがあると興味深かっ
た」「大変わかりやすく魅力のある話しぶりに、歴史が身近に感じられた」等
の感想が聞かれました。

　引き続き開催された第２部会員交流懇親会では、「国宝・彦根城築城４１０
年祭」のプロモーションビデオ上映や、豪華食材を使ったひこねグルメメッセ
の出店、各社の事業内容ＰＲなど盛大に開催され、はじめてお出会いする
会員事業所の方も多く、様々な業種・世代の方との貴重な交流の場となり
ました。

■平成29年3月15日（水）県女連 駅前一斉清掃INFORMATION

第７回会員交流フェアに参加 あのね～  　　　　     女性会事業所紹介
上田 美佳

青年部通信 YEG March.20l7

青年部伝言板 ■納会例会 3月16日（木）19時～ 於：龍鱗  ■会員の慶弔に関する情報は事務局までお知らせください。

　
去
る
１
月
12
日
、青
年
部
臨
時
総

会
が
当
所
に
て
、会
員
65
名（
委
任
状
含

む
）出
席
の
も
と
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
ま
ず
最
初
の
議
案
と
し
て
、嶋
津

次
年
度
会
長
か
ら
次
期
役
員
の
発
表

が
あ
り
、満
場
一
致
で
承
認
さ
れ
ま

し
た
。続
い
て
、平
成
30
年
度
会
長
に

立
候
補
し
た
林
幸
祐
君
か
ら
、青
年

部
に
対
す
る
思
い
を
述
べ
ら
れ
審
議

の
結
果
、満
場
一
致
で
承
認
さ
れ
ま

し
た
。

　
引
き
続
き
、場
所
を
双
葉
荘
に
移

し
、来
賓
に
小
出
会
頭
、木
村
副
会

頭
、志
賀
谷
専
務
理
事
に
ご
臨
席
い

た
だ
き
、ま
た
Ｏ
Ｂ
会
フ
ェ
ロ
ー
メ

ン
ズ
ク
ラ
ブ
の
皆
さ
ま
に
も
参
加
い

た
だ
き
盛
大
に
新
年
会
を
開
催
い
た

し
ま
し
た
。

　
新
年
会
で
は
、小
出
会
頭
を
始
め

臨
時
総
会
・
新
年
会
を
開
催

㈱
Ｍ
Ｋ
エ
ス
テ
ー
ト

　
　
　
　
　

   

小
林　
彰

【
事
業
所
名
】㈱
旅
行
屋
本
舗

【
氏
名
】馬
場 

匡
章

【
生
年
月
日
】昭
和
48
年
２
月
８
日

【
趣
味
】ゴ
ル
フ
、お
し
ゃ
べ
り
、麻
雀

【
血
液
型
】Ｏ
型

【
座
右
の
銘
】人
間
万
事
塞
翁
が
馬

仕
事
も
、遊
び
も
、Ｙ
Ｅ
Ｇ
活
動

も
、な
ん
で
も
一
生
懸
命
取
り
組

み
ま
す
。

　
こ
の
度
、青
年
部
に
入
会
し
ま
し
た

㈱
Ｍ
Ｋ
エ
ス
テ
ー
ト
の
小
林
と
申
し

ま
す
。

　
弊
社
は
、「
公
認 

不
動
産
コ
ン
サ
ル

テ
ィ
ン
グ
マ
ス
タ
ー
」、「
フ
ァ
イ
ナ
ン

シ
ャ
ル
プ
ラ
ン
ナ
ー
」が
在
籍
す
る
事

業
所
で
す
の
で
、不
動
産
売
買
・
賃
貸
は

も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、相
続
対
策
、税
金
対

策
、土
地
の
有
効
活
用
、空
き
家
対
策
な

ど
幅
広
く
コ
ン

サ
ル
テ
ィ
ン
グ

が
可
能
で
す
。公

正
中
立
な
立
場

で
ご
提
案
さ
せ

て
い
た
だ
き
ま

す
の
で
、よ
ろ
し

く
お
願
い
い
た

し
ま
す
。

メ
ン
バ
ー
ズ
ス
マ
イ
ル

青
年
部
事
業
所
紹
介

青
年
部
メ
ン
バ
ー
紹
介

ま
い
ど
お
お
き
に

㈱千成亭 

　
去
る
１
月
19
日
、マ
リ
ア
ー
ジ
ュ
彦
根
に
て
、１
月
度

例
会
交
流
例
会
を
開
催
し
ま
し
た
。今
回
の
例
会
で
は
、

彦
根
商
工
会
議
所
青
年
部
と
愛
荘
町
商
工
会
青
年
部
、

東
近
江
市
商
工
会
青
年
部
の
３
団
体
総
勢
で
70
名
の
参

加
と
な
り
ま
し
た
。

　
他
の
地
域
で
活
躍
さ
れ
る
同
年
代
の
団
体
の
方
と
取

組
に
つ
い
て
意
見
交
換
す
る
こ
と
で
、今
後
の
青
年
部

活
動
を
よ
り
充
実
し
た
内
容
へ
と
繋
げ
る
き
っ
か
け
を

得
る
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。

　
事
業
報
告
後
に
は
、東
近
江
市
商
工
会
青
年
部
の
方

に
よ
る
赤
レ
ン
ジ
ャ
イ
シ
ョ
ー
を
披
露
し
て
い
た
だ
き

非
常
に
息
の
あ
っ
た
素
晴
ら
し
い
演
舞
で
会
場
は
大
い

に
盛
り
上
が
り
ま
し
た
。

　
同
年
代
の
異
業
種
の
方
々
と
名
刺
交
換
を
し
な
が
ら

交
流
さ
せ
て
い
た
だ
き
、本
当
に
良
い
出
会
い
の
機
会

と
な
り
ま
し
た
。　
　
　
　
　

  

近
江
鉄
道
㈱　
藤
原  

智
章

他
団
体
と
の
交
流
を
図
る「
１
月
度
例
会
交
流
例
会
」を
開
催
！

　
去
る
１
月
23
日
、ホ
テ
ル
ボ
ス
ト
ン
プ

ラ
ザ
草
津
に
て
滋
賀
県
商
工
会
議
所
青
年

部
連
合
会
会
員
大
会
〜
草
津
大
会
〜
が
開

催
さ
れ
彦
根
Ｙ
Ｅ
Ｇ
か
ら
22
名
が
参
加
し

ま
し
た
。

　
記
念
式
典

で
は
県
青
連

旗
が
今
年
度

会
長
か
ら
次

年
度
会
長
予

定
者
の
鳥
越

清
和
君
へ
引

き
継
が
れ
、

県
青
連
会
員
大
会
〜
草
津
大
会
〜

次
年
度
開
催
さ
れ
る「
近
畿
ブ
ロ
ッ
ク
大

会
〜
近
江
守
山
大
会
〜
を
県
青
連
一
丸
と

な
っ
て
盛
り
上
げ
て
行
こ
う
」と
力
強
く

挨
拶
さ
れ
ま
し
た
。

　
資
質
向
上
講
習
会
で
は
㈱
芝
寿
し 

代

表
取
締
役
会
長 

梶
谷
晋
弘
氏
に
講
演
頂

き
、創
業
原
点
の
精
神
や
事
業
承
継
に
つ

い
て
心
に
響
く
お
話
を
拝
聴
し
ま
し
た
。

こ
の
よ
う
に
Ｙ
Ｅ
Ｇ
活
動
を
通
じ
て
自
身

の
資
質
を
高
め
、地
域
の
発
展
に
寄
与
で

き
る
人
材
に
な
り
た
い
と
改
め
て
感
じ
ま

し
た
。

｠ 　
　

  

滋
賀
イ
エ
ロ
ー
ハ
ッ
ト
㈱　
小
澤  

邦
剛

嶋津 幸一郎 アルジェント㈱
片岡 純一郎 ㈲双葉荘
鈴木 一郎 ㈱アド・寿
西田 真也 ㈲西田製作所
林 　幸祐 大輝建設㈱
上野 　治 ㈲上野塗工
内田 敏弘 ㈱Full-Cube
亀井 保孝 ㈲亀井造園
川岸 桂悟 ＳＥＮ
小澤 邦剛 滋賀イエローハット㈱
杉原 拓郎 ㈱瓦スギハラ
瀧 　圭介 ㈲滋賀飲料
谷居 智子 たにい社労士事務所
土川 達之 ㈱ヤマト精工
橋本 健一 ㈱橋本建設
早川 敬士 早川工芸㈱
藤本 昌樹 ㈱エムランド
本庄 　寛 ㈱イチダ
松井 　真 松井保険事務所
松原 剛志 ㈲マザーレイク
宮下 　純 Salon Bar Thistle
門野 真将 ㈱ＫＡＤＯＮＯ
鳥越 清和 お花屋さんLeaf
馬場 匡章 ㈱旅行屋本舗

平
成
29
年
度 

新
役
員 

24
名（
敬
称
略
）　 と

す
る
来
賓
の
方
々
や
Ｏ
Ｂ
の
方
に

新
年
の
抱
負
を
書
初
め
し
て
頂
き
、

和
や
か
な
雰
囲
気
の
も
と
閉
会
と
な

り
ま
し
た
。

　
　
　

  

㈱G
A
LLERY

空   

青
池  

貴
司

役　職     氏　名 　　　　事業所名

千成亭夢京橋店「せんなり亭 心華房」が
新たにオープンしました

しん  か  ぼう

に
ん
げ
ん
ば
ん
じ
さ
い
お
う
が
う
ま

会 　 長
副 会 長

理 　 事

監 　 事

直前会長
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原則として新入社員（全ての業種）
100人（定員になり次第締切）
彦根商工会議所または彦根地区雇用対策協議会の
会員事業所………お１人　  5,000円
非会員事業所……お１人　10,000円
3月17日（金）
① 両日とも昼食、お茶は主催者で準備します。
② テキスト・研修ノートはお渡しします。
③ 10㎝×10㎝程度の鏡・筆記用具をご持参ください。
④ 各自の名刺を20枚ご準備ください。
　（準備できない場合は事前にご相談下さい）
⑤ 受講者数等の状況に応じてカリキュラムを変更する
　 場合があります。

受講対象
定　員
受講料
（税込）

申込締切
その他

日　時　４月４日（火）・５日（水）10：00～ 16：30
場　所　彦根商工会議所　４階大ホール
講　師　伴 孝子 氏（ビジョナリーカンパニー代表）
　　　　彦根市市民環境部人権政策課担当者（４日）他

オリエンテーション
「社会人としてのスタート」
　・働くことの意味・心構え
　・あなたにとって会社とは
１．講義「新入社員の約束」
２．実技とビデオレッスン
    「元気キープ トレーニング」
３．講義と実技
    「ビジネスマナーの基本①」
４．人権問題研修

５．講義と実技
　「ビジネスマナーの基本②」
６．実技
　「ビジネスマナーの基本③」
７．講義「ビジネスの会話術」
８．実技
　「ビジネスコミュニケーション」
９．まとめ
　 ・仕事を成功させるコミュ
　   ニケーション術

全業種対応 新入社員研修会（2日間コース）

申込み・問合せ  彦根商工会議所
TEL.22-4551　FAX.26-2730
http://www.hikone-cci.or.jp

４月４日（火）10：00～16：30 ４月５日（水）10：00～16：30

CLSプログラム ホストファミリー募集

おうちで＆日本語で
国際交流しませんか？

CLSプログラムは、アメリカ国務省の「国家安全保障にとって重要な役割を果
たす言語の人材養成およびアメリカ人にその言語を教えることができる教師の
拡大」を目的とするプログラムで、13の「重要言語」が対象となっており、2015
年度より日本での開催校に滋賀県立大学が選定され、今年度は26名の大学生及
び大学院生を受け入れます。 プログラムの一環として、日本の生活が体験でき
るホームステイが重要と考えており、彦根市近辺で学生の受け入れに賛同して
くださるご家庭を募集しております。是非、受け入れをご検討ください。詳細に
ついては、説明会に参加されるか、資料をご請求ください。不明な点等ありまし
たら気軽にお問い合わせください。 

≪説明会にご参加ください≫
詳しい内容を説明会にてお伝えいたしますので、 必ずいずれかの説明会にご
参加ください。 どうしても日程が合わない場合は、別途ご相談ください。
場所：滋賀県立大学A1棟1階自習室にて開催
　場所が分かりづらいので、交流センター前より係の者がご案内いたします。
　説明会開始10分前までにお集まりください。
　犬上川沿いの北駐車場をご利用ください。
日時：3月26日（日）・4月16日（日）各回１時間程度・同内容
　9時50分までに交流センター前集合・10時説明会開始
内容
  １．CLSプログラムって何？　　２．ホストファミリーって誰でもできる？ 
  ３．先輩ホストファミリーに聞く、体験談　　４．質疑応答  

近い将来、日米の架け橋となるアメリカ人大学生が県大に
集結！ 2015年から始まった県大のCLSプログラム。全米
から選ばれた優秀な学生が6月と7月の2カ月間県立大学
で短期留学します。みんな日本や日本文化に強い関心を持
っている若者ばかりです。 かれらのホストファミリーにな
りませんか？
滞在中、留学生たちは午前9時から午後4時ごろまで滋賀
県立大学にて日本語の授業を受けます(平日)。体験学習や
小旅行以外は、あなたの家で過ごします。
 （期間） 
①前半 （6/4(日)から7/1(土)）
②後半 （7/1(土)から7/29(土)）
 （受け入れ条件） 
ご家庭での会話が日本語である （学生は留学期間中の母
　語使用が禁じられています）。 
個室の提供（和洋の別、部屋の広さは問いません） 
朝夕２食の提供（昼食代は支給されています） 
不在時のカギの提供ができる。
大学までの通学時間が片道約60分以内のご家庭。
学生の受け入れに関してご家族全員の同意が得られる。
ひと月5万円の必要経費（水光熱費・食費）をお渡しします
ホストファミリーご希望のお宅に訪問させていただき、 
　通学路の確認等をさせていただきます。
応募者多数の場合は、今年度ご参加いただけなかった方を
　次年度優先させていただきます。 
　プログラム期間中、万全のサポート体制で大学内にスタッ
　フが待機しています ご質問はホームステイ担当 小島まで
　お気軽にお問い合わせください 。

●問合せ/郵送先　〒522-8533  滋賀県彦根市八坂町2500
　滋賀県立大学 人間文化学部 控室留
　滋賀県立大学CLSプログラム実行委員会 宛 
●FAX/電話 ：直通 0749-28-8600 (平日10時～ 4時) 
●不在時連絡先：控室 0749-28-8401 (平日10時～ 4時) 
●EMAIL： clskendai@gmail.com
　CLSプログラム ホームステイ担当 小島までご連絡ください

回 級 施行日 申込登録期間

第38回

第39回

２級
３級

２級
３級

７月９日（日）

11月26日（日）

４/25（火）～ ５/26（金）

９/12（火）～10/13（金）

NAVI検定試験 お問い合せ（検定担当） 
TEL. 22-４５５１

簿記初学者向けの入門級を創設!!
■日商簿記初級   受験料  2,160円

ネット社会で必要な「仕事力」が身につく!! 
■日商PC（文書作成）・（データ活用）・（プレゼン資料作成）
受験料  ２級…7,200円、３級…5,140円、Basic…4,120円

グローバル取引必須のスキル!!
■日商ビジネス英語
受験料  ２級…5,140円、３級…4,120円

企業における会計・財務の即戦力を目指す!!
■電子会計実務　
受験料  ２級（中級）…7,200円、３級（初級）…4,120円

即戦力！ネット社会の応用力!!
■EC（電子商取引）実践能力
受験料 １級…6,170円、２級…5,140円、３級…4,120円

IT社会の必須技能を身につける!!
■電子メール活用能力   受験料　3,090円
■キータッチ2000テスト　受験料　1,540円
■ビジネスキーボード　受験料　2,570円

医療・福祉・建築関係で役立つ住環境のアドバイザー
■平成29年度 福祉住環境コーディネーター検定試験

受 験 料　２級･･･6,480円、３級･･･4,320円
お申込み先　東京商工会議所検定センター
〔WEB登録〕http://www.kentei.org/
〔電話登録〕　 TEL.03-3989-0777
　　　　　　　　　（平日午前10時～午後６時）

※彦根商工会議所の窓口では受付できません。

【東商検定】

【日商のネット試験】

詳しくは彦根商工会議所パソコン教室まで  TEL.0749-47-5066

▶立体駐車場▶小会議室

大ホール

小会議室

時間帯 使用料 冷暖房料 計

午前

午後

夜間

午前

午後

夜間

11,880 9,720 21,600

18,360 14,040 32,400

19,440 14,040 33,480

1,620 540

540

540

2,160

2,160 2,700

2,700 3,240

※午前中（8：30～12：00）・午後（12：00～ 17：00）・夜間（17：00～ 21：00）

利用料金表（消費税・机・イス・音響機材込み）

詳しくは、当所業務課　TEL.0749-22-4551までお問い合わせください。

■４階 大ホール（収容人員150人）
講演会、各種研修会、展示会のほか
パーティー会場としてもご利用いた
だけます。また、Ａホール、Ｂホールに
分けてもご利用いただけます。（附属
設備：ステージ、スクリーン、音響機
材、金屏風、エレクトーン等）

■４階 小会議室（収容人員21人）
大ホールの控え室としてご利用いた
だけます。

● 駐車場40台、多目的トイレを完備
　しております。
● びわ湖Free Wi-Fi利用、プロジェ
　クター等の備品も貸出可能です。

一般料金（円）

彦根商工会議所会館には、当所会員の皆様が会議・研修会・展示会・パーティー等の会場として
ご利用いただける貸会議室があります。どうぞご利用ください。

商工会議所会館をご利用ください 会員は割引特典有り!!

▶4階 大ホール（収容人員 150人）

公立大学法人

THE UNIVERSITY OF SHIGA PREFECTURE
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　今回の不易流行では、平成28年度に一般社団法人近江ツーリズムボードにより実施された「彦根市観光客満足度調査」の速報を公開。
彦根市内観光エリア４箇所に調査ポイントを設定し、彦根市を訪れた日本人観光客にランダムでアンケート調査を実施した結果、977枚
サンプルを得ることができた。本調査は平成21年度に観光庁により全国50地域を対象に実施された「観光地の魅力向上に向けた評価
手法調査事業報告書」で実施されたアンケート票を使用し、アウトプットを揃えることで彦根市以外の50都市とレベル感を比較するこ
とが可能となっている。観光入込客数や宿泊客数、外国人観光客数など彦根市が見習うべき観光先進都市と比較することで彦根市の課題
を推察することができる他、逆に客観的な彦根市の打ち出すべき魅力を知ることもできる。観光庁の調査では最も多い地域のサンプル数
で631であることから、今回の彦根市調査では更に精度の高いサンプル数が集まったと考えられる。今回はこの調査結果を元に各項目
について考察し、彦根市観光の方向性について検証する。

地域経済データ 一般社団法人  近江ツーリズムボード
平成28年度彦根市観光客満足度調査より
（調査分析：滋賀大学社会連携研究センター）

彦根市観光満足度調査速報.1

他自治体との比較
　観光庁「観光地の魅力向上に向けた評価手法調査事

業報告書」（平成22年３月）において、下記に示す全国

50地域で行った観光満足度調査結果を公表している。

その結果と今回実施した彦根市観光満足度調査結果を

比較し、彦根市の特徴を明らかにする。

　観光庁調査の対象地域分類に基くと、彦根市は中小

都市に位置付けられる。この中には、川越、飛騨高山、

長浜、松江市など彦根市と同様に文化歴史資源を観光

に活かしている都市も含まれている。彦根市及び12の

中小都市の観光満足度調査結果は次のとおりである。

13都市での順位を見ると、彦根市は、紹介意向は10位、

総合満足度は9位、再来訪意向は11位と低位に甘んじ

ており、改善の余地は大きい。サービス品質で見ると、

中小都市平均より明らかに上位にあるのは、「街並み景

観」、「観光・文化施設の内容」、「観光・文化施設の従業

員のおもてなし」である。一方、明らかに低位にあるの

は、「宿泊施設の部屋の質」、「宿泊施設の授業員のおも

てなし」、「費用対効果」である（図６）。

彦根市観光は東海圏・近畿圏の観光客
が中心
　今回の調査では年齢別でみると40代、50代、60代が

トップ３を占めており、中年から年配の方を中心に来訪

されていることがわかる。また居住地別でみると愛知

県、岐阜県の東海圏合計が26.9％、大阪府、京都府、兵庫県

の滋賀県以外の近畿圏合計が24.1％で多くを占めてお

り、首都圏は9.8％であった。男女比はほぼ同等であった。

夫婦旅行が全体の26.2％と最も多く、次いで子連れ家族

旅行（17.7％）、友人との旅行（15.5％）、大人の家族旅行

（13.8％）となっている。団体旅行も11.6％、一人旅も

8.9％ある。幅広い形態での観光客を集めている。

　この結果から推察されるのは、彦根市観光プロモー

ションは主に年齢別では40代以上に効果があり、地域別

では東海圏、近畿圏に訴求されたことがわかる。今後の

プロモーションを考えると、既存主要層への更なる訴求

を図るのか、未開拓層へ力を入れるのかの判断が問われ

るであろう。（図２）。

彦根に期待すること・楽しみにしてい
ること
　彦根で期待する楽しみは、「文化的な名所旧跡を見る

こと」が74.9％と圧倒的で、次いで「おいしいもの」

（42.8％）、「自然景観」（31.0％）となっている。「街や都

市」は9.7％と少ない。その他として自由記入で「ひこ

にゃんに会うこと」が多くあげられていることから、ひ

こにゃんを楽しみにしている方は多数存在すると思わ

れる（図４）。

彦根の総合満足度
　彦根の総合満足度は、「大変満足」を７、「大変不満」を

１とした時に、「大変満足」が14.1％、「満足」が52.8％、

「やや満足」が26.3％である。不満とする回答はほとん

どない。平均は5.73となった。年代別に見ると、20、30

代と70代以上で満足度は高い（図５）。

飛騨高山、長浜との比較
　中小都市の中で秀でて満足度が高い飛騨高山と近隣の長浜と比較

してみる。満足度については、飛騨高山は、総合満足度に関しては「大

変満足」と回答した方の割合は29.1％と高く、全体の満足度をあげて

いる。紹介意向も高い・再来訪意向については、長浜、飛騨高山におい

て、「大変そう思う」と回答された方の割合が高い。彦根の満足度は決

して低くはないものの、抜きんでた魅力に欠けていると思われる。

　サービス品質については、ほとんどの項目では２都市とは遜色は

ないが、飛騨高山と比べると宿泊施設での評価が大きく劣っている。

飛騨高山の宿泊施設は、ホテル、旅館、民宿、ゲストハウスなど、高級な

ものからリーズナブルなものまで、バラエティ、施設数とも多く揃っ

ている。

彦根観光の満足度を高めるために
　今年度初めて実施した観光客満足度調査はであるが、977通もの回

答が得られ、現在の彦根に関する観光客の実態的な評価がなされて

いると考えられる。調査から明らかになった観光客の特徴と今後彦

根観光の満足度を高めるためにどのような施策を打つべきか考察す

る。

　観光客の特徴としては、滋賀県、愛知県、京都府、大阪府など概ね２

時間圏の近県からの観光客が約７割を占めている。３回以上のリ

ピーターが約４割で、近県から四季のイベントを楽しみに繰り返し

訪れる観光地となっている。彦根城、彦根城博物館、玄宮園を代表と

する歴史文化資源が彦根の最大の観光資源であるが、季節のイベン

トや食事を合わせて来訪される方が多く、20代から70代まで、家族

連れからカップル、団体客まで幅広い客層を集めている。

　今年度初めて測定した彦根の総合満足度は5.73であった。観光庁

調査（平成21年度実施）の12の中小都市平均は5.75であり、ほぼ同様

の結果である。紹介意向は5.82（中小都市平均5.81）、再来訪意向は

5.11（5.30）で、特に再来訪意向は12都市平均よりも低く、彦根を含め

た13都市中11位という低位にとどまった。一定程度の満足度は得て

いるものの再来訪意向は低位という所に、彦根観光経営の課題があ

る。

　彦根の満足度を最も満足度が高かった飛騨高山と比べると、「大変

満足」や「ぜひ紹介したい」、「ぜひ再来訪したい」という割合が低い。

近年の観光客が求めるのは、そこでしか得られない、その時にしか得

られない「本物の感動」であり、この結果は、彦根にまだそのコンテン

ツが不足している可能性を示唆している。

　遠方からの方が多いと考えられる宿泊観光客の評価を見ると、彦

根の宿泊施設の評価が相当低い。長年近隣の日帰り観光地であった

ということが関係しているのではないかと考えられる。今後は、宿泊

して夕食に美味しいものや地酒を味わう、城下町に宿泊して風情を

味わう、コンベンションの後に泊まりで懇親するなどの需要を取り

込むために、多様な種類の宿泊施設の誘致に取り組む必要があるの

ではないか。

満足度調査の結果から、今後改善する余地のある点は次のとおりで

ある。

①本物を感じるプログラムの開発と発展

②宿泊施設の誘致、整備支援

③インバウンド観光への対応

 　次号以降に紹介予定の彦根市における観光消費額調査最新版で

も、日帰り客消費額を宿泊客消費額が調査開始後初めて抜き、彦根観

光が過渡期を迎えていることが調査データからも明らかである。日

帰り観光地の脱却と宿泊観光地整備の波が今後加速していくであろ

う。彦根の観光都市としてのレベルアップのチャンスであり、この

チャンスを逃してはならない。

図２　回答者属性

図４　彦根での楽しみ

図５　彦根の総合満足度

図６　12 中小都市との観光満足度の比較

＊赤字は彦根市より高い都市、○数字は13都市における順位
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10：30～11：00／13：30～14：00 彦根城天守前
15：00～15：30 彦根城博物館前（冠木門）
 彦根市観光企画課  TEL.30-6120  公式HP http://hikone-hikonyan.jp/

3月も「ひこにゃん毎日登場！」
 ※都合により中止または登場場所変更の場合も有

※雨天の場合は彦根城博物館前（冠木門）

受験資格
１ 昭和62年４月２日～平成８年４月１日生まれの者
２ 平成８年４月２日以降生まれの者で次に掲げる者
 (1）大学を卒業した者及び平成30年３月までに大学を卒業する見込みの者
 (2）人事院が（１）に掲げる者と同等の資格があると認める者

申込受付期間
平成29年３月31日（金）～４月12日（水）
原則としてインターネット申込みとなります。
インターネット申込専用アドレス
【http://www.jinji-shiken.go.jp/juken.html】

試験日
第１次試験　平成29年６月11日（日）
第２次試験　平成29年７月12日（水）～ 19日（水）

合格者発表日
第１次試験合格者発表日　平成29年７月４日（火）
最終合格者発表日　　　　平成29年８月23日（水）

採用予定数
別途、人事院ホームページに掲載します。

問合わせ先
大阪国税局人事第二課試験係　TEL.06-6941-5331

国税職員募集のお知らせ 税だより
～平成29年度 国税専門官採用試験～

平成28年分確定申告と納税の期限は
○申告所得税及び復興特別所得税
　平成29年３月15日（水）まで
○個人事業者の消費税及び地方消費税
　平成29年３月31日（金）まで
○贈与税
　平成29年３月15日（水）まで

申告書の作成は、国税庁ホームページの『確定申告
書等作成コーナー』が便利です!!
・画面の案内に従って金額等を入力すれば、税額な
どが自動計算され、所得税・消費税の申告書や、青
色決算書などが作成できます。
・作成したデータは印刷した『書面』により提出で
きるほか、『ｅ-Tax（国税電子申告・納税システム）』
を利用して提出することもできます。

彦根税務署からのお知らせ
彦根商工会議所内の申告相談会場の開設は、
平成29年３月15日（水）までです。
＊税務署庁舎内には申告作成会場を開設しておりません。

マル経融資制度
（小規模事業者経営改善資金融資制度）

マル経融資制度は、経営改善を図ろうとする小規模事業者の方々を
バックアップするため、無担保・無保証人・低利で融資する制度です。

お申込みからご融資まで約１ヶ月かかりますので、早めに資金
計画をたててお申込みください。

●常時使用する従業員が20人以下（商業・
サービス業の場合は５人以下）の法人・個人
事業主の方
●義務納税額（所得税・法人税・事業税・市
県民税）を完納している方
●原則として市内で最近１年以上事業を
行っており、事業所得の申告をしている方
などの要件を満たしていることが必要です。

マル経融資制度の概要
融資限度額は？

担保・保証人は？

1.16％
平成29年2月24日現在

利率は？

不要です

2,000
万円

返済期間は？

利用できる方は？

運転資金は ７ 年以内
設備資金は10年以内

＊1,500万円超の場合は事業計画
　策定等の条件があります。

高校・大学・短大・専修学校などに入学・在学されるお子さまが
おられるご家庭の「経済的負担の軽減」と「教育の機会均等」と
いう国の施策を実現するために創設され、昭和54年の制度発足
以来、延べ500万人を超える方々にご利用いただいています。

【融資額】お子さま１人あたり350万円以内
【利率】年1.81％（母子家庭、父子家庭または世帯年収200万円
（所得122万円）以内の方は年1.41％
【返済期間】15年以内（交通遺児家庭、母子家庭、父子家庭または
世帯年収200万円（所得122万円）以内の方は18年以内）
【元金据置期間】在学期間内（在学期間内は利息のみのご返済と
することができます。元金据置期間はご返済期間に含まれます。）
※金利は平成29年２月24日現在

お子さまの教育資金を
「国の教育ローン」がサポート！

ホームページからもお申込みいただけます。 国の教育ローン 検 索 ➡

お問い合わせ　
教育ローンコールセンター　         0570-008656
※全国から市内通話料金でご利用いただけます。
※お客さまが加入されている電話でご利用いただけない場合は、  
　03-5321-8656におかけください。

彦根支店  TEL.24-0201

チケット発売中！

チケット発売中！

チケット発売中！

3 月 イ ベ ン ト ガ イ ド ひこね市民大学特別講座
彦根学部 井伊直虎か
ら直政へ －彦根藩井
伊家草創の歴史－
▶ 3／２5（土）
　 開場 13：30 開講 14：00
▶ひこね市文化プラザ メッセホール
▶料金（全席自由/税込）
　一般 500円／友の会 450円
　※未就学児の方は入場いただけません。
NHK大河ドラマ「おんな城主 直虎」の
主人公・井伊直虎は、井伊直政（彦根藩
井伊家初代当主）の養母であった人物。
彦根城博物館学芸員の青木俊郎氏を
迎え、直虎から直政へと続く彦根藩草創
の歴史について紹介していただきます。

ひこね市文化プラザチケットセンター
TEL.27-5200　http://bunpla.jp

キネマと音楽の昼下
がり
▶3／26（日）
　開場 13：30 開演 14：00
▶ひこね市文化プラザ メッセホール
▶料金（全席自由/税込）
　一般 1,800円／高齢者・障がい者 
　1,600円／学生1,000円／友の会
　1,500円
　※未就学児はご入場いただけません。

日本で独自に発達した話芸「活弁」と、
大友良英＆「あまちゃん」スペシャル
ビッグバンドにも参加の新進気鋭の音
楽家たちの生演奏が、古き時代の名作
無声映画を生き生きと蘇らせます。
上映予定作品：「ジャックと豆の木」、
「大学は出たけれど」(監督:小津安二
郎）、「チャップリンの冒険」(出演:チャー
ルズ・チャップリン）他

ひこね市文化プラザチケットセンター
TEL.27-5200  http://bunpla.jp

雪印セミナー
バター作り体験
　 ＆チーズセミナー
▶３／27（月）
▶大阪ガスショールーム
   ディリパ彦根

ＣＰカード 春の感謝祭
▶申込受付期間 3／4（土）～4／5（水）
▶各加盟店
日頃のご愛顧に感謝して、満点カードで
大変お得！受付期間中に希望商品に応
募できます。（応募多数の場合は抽選）
●満点カード２枚＋現金3,000円
　➡湯快リゾートギフト券（ペア）
●満点カード２枚➡加盟店よりお勧
　めの商品（3,000円以上）
●満点カード１枚
　➡全市共通「商品券」1,000円分

彦根ＣＰカード㈱ TEL.22-7303

テーマ展「直弼発見！　
大老・井伊直弼の職務」
▶3／10（金）～4／11（火）
　8：30～17：00（入館は16：30まで）
▶彦根城博物館
井伊家13代直弼は安政5年（1858）に
江戸幕府の大老に就くと、幕閣のトップ
として、政務の議論・判断、幕府行事へ
の出席など、さまざまな職務に取り組み
ました。直弼が、日々江戸城で行ってい
た仕事を紹介します。

彦根城博物館 TEL.22-6100
http://hikone-castle-museum.jp

井上銘Jazzアンプラ
グド
▶3／18（土）
　開場 15：30 開演 16：00
▶ひこね市文化プラザ エコーホール
▶料金（全席自由/税込）
　一般 3,000円／高齢者・障がい者・
　学生2,800円／友の会2,500円
　※未就学児はご入場いただけません。

ジャズ・ギターの未来を託された天才・
井上銘が率いる、井上銘Jazzアンプラ
グドが登場。ジャズ・ギター界の伝説的
存在・渡辺香津美も認める、ギターテク
ニックと本場アメリカで培った作曲力
を持つ、井上銘が生み出す、最高にクー
ルなジャズライブです。

演奏予定曲目：レノン＝マッカートニー：
イン・マイ・ライフ / リチャード・ロジャー
ズ：マイ・フェイバリット・シングス ほか

ひこね市文化プラザチケットセンター
TEL.27-5200  http://bunpla.jp

彦根鉄砲隊 演武
▶３／19（日）・４／9（日） 雨天中止
  １回目 11：00～／２回目 12：00～
▶彦根城博物館前土手
彦根商工会議所青年部古式銃研究会
「彦根鉄砲隊」による稲富流砲術の披
露。赤よろい姿での演武は迫力満点。

彦根商工会議所青年部 TEL.22-4551
http://www.hikone-cci.or.jp

ひこねで朝市
▶3／19（日）８：００～１２：００
▶護国神社
新鮮野菜・豆腐、湖魚・郷土料理、醤油、
パン、菓子、ミニカフェ、その他、地産地消
こだわりの品 が々並びます！

ひこねで朝市実行委員会
TEL.24-4461

人形劇団クラルテ
「しずかなおはなし」
「ソーニャと森の魔女」
▶３／20（月・祝）
　開場 10：30 開演 11：00
▶ひこね市文化プラザ メッセホール
▶料金（自由席/税込）
　大人（中学生以上）1,000円
　子ども 500円
　※大人１人につき、２歳未満の子ど
　　も１人無料。
ロシアのお話から深い森の中で生きる
ハリネズミや小さな生き物たちの様子
を描いた『しずかなおはなし』と、元気
で働き者のソーニャの活躍が愛らしい
お話の『ソーニャと森の魔女』を上演し
ます。0歳から大人まで家族みんなで楽
しめる人形劇です。

ひこね市文化プラザチケットセンター
TEL.27-5200  http://bunpla.jp

▶申込締切日：３／20（月）
▶午前の部 11：00～12：30
　バター作り体験
▶参加費：無料
▶対象：５歳以上のお子様
　　　 （保護者付き添い要）
▶定員：20名（１組４名まで。応募多数
　　　　の場合抽選）
簡単にできるバター作り体験を行ない
ます。またカルシウム摂取のための
「Three A Day」を学びます。

▶午後の部 14：00～15：30
　チーズを美味しく楽しむ会
▶参加費：500円
▶対象：18歳以上の方
▶定員：20名（応募多数の場合抽選）
チーズの歴史やチーズの栄養、チーズの
持つパワーについてお伝えします。チー
ズを美味しく食べるコツもご紹介。

FAXにてお申込みください。
大阪ガスショールーム ディリパ彦根
TEL.22-3409・FAX.22-3167
http://home.osakagas.co.jp/
      showroom/dilipa_hikone

彦根城 春の訪れを
感じる梅林
▶３月中旬～下旬 8：30～17：00
▶彦根城内梅林
▶入場料：1,000円
  （彦根城・玄宮園・開国記念館共通）

彦根城内にある約400本の紅梅や白
梅が咲き誇る梅林は、1950年に彦根
城が日本観光地百選に選ばれたのを
記念して植えられました。

彦根城管理事務所 TEL.22-2742

龍潭寺だるままつり
▶４／１（土）・２（日）
　拝観時間 ９：00～17：00
▶龍潭寺（古沢町1104）
▶拝観料 大人400円、小学生150円
井伊家ゆかりのお寺で開催される禅宗
の開祖・達磨大師に由来する毎年恒例
の行事。約3,000体のだるまに入魂して
慈悲と救済を祈願します。お花見の名所
でもあります。

龍潭寺　TEL.22-2777



明確なターゲットで注目度アップ！ お問合わせ・お申し込み
TEL.0749-22-4551

クーポン
広告募集

・一般のクーポン広告掲載料に比べると会員価格でお得です。
・商工会議所会員事業所など約2,000の事業所に配布します。
・折り込みやDMのコスト削減に役立ちます。 ¥14,000-

掲載料金（税込）縦70mm×横90mm

有効期限2017年4月15日まで

有効期限2017年4月15日まで

有効期限2017年4月15日まで

有効期限2017年4月15日まで

有効期限2017年4月15日まで

有効期限2017年4月15日まで

シルバー人材センターはこんな仕事をお受けしています。
● 事務所・店舗の清掃　● アパート・マンションなどの共有部分の清掃
● 小売業での軽作業（カート整理・調理補助・後方支援など）　● チラシの配布　　
● 工場での軽作業（部品組立・出荷準備など） ● イベントの手伝い　
● あて名書き　● 書類・伝票などの整理　● 受付事務　● 会場設営    など…

お見積りは無料で
いたします。

シルバー人材センターは、
高齢者にふさわしい仕事
を事業所様から引き受け
て会員に提供します。

それぞれの事業所様におい
て、職員の募集や雇用の手
続きをする必要がなく、事務
の簡素化につながります。

・シルバー人材センターが扱う仕事は、臨時、短期的で軽易な業務です。このため、会員の
　就業は、月10日以内、週20時間以内としています。
・年間を通じて毎日仕事をする場合などは、複数の会員がローテーションで就業します。

公益社団法人  彦根市シルバー人材センター
彦根市開出今町 1419　　TEL.0749-22-5622　　FAX.0749-26-4800
E-mail : hikone@sjc.ne.jp　　ホームページ https://webc.sjc.ne.jp/hikone/

シルバー人材センターを
ご活用ください。

彦根市本町２-１-６／tel.0749‐27‐5025 /火曜日定休
営業時間 11：00～14：30／17：00～20：00（L.O.）

炭火焼き国産
うなぎ専門店 

●うなぎ丼 1,900円～ ●ひつまぶし2,800円～

M
A
P

うなぎや源内
お食事の方 デザートサービス

お1人様１枚のご利用と

させていただきます。

お1人様１枚のご利用と

させていただきます。

“文化大衆的酒家”名古屋コーチンの
翠翔suisyoにあるものは、最高に美味しい
「鶏」と「野菜」お客様とスタッフの最高の
「笑顔」です！

●翠翔鍋コース 3,500円（税込）
　飲み放題120分＋1,500円
●名古屋コーチンフルコース　 　
　4,500円（税込）
　飲み放題 120分＋1,500円
●名古屋コーチン鶏しゃぶコース　
　３，５００円（税込）
   飲み放題１２０分+１，５００円

彦根市本町１丁目１-５／Tel.０７４９-２３-５９３１／営業時間 １７：３０～２４：００（ＬＯ２３：3０）
定休日  水曜日／全席掘りごたつ 合計１１０席／駐車場あり

１グループ１枚まで可。
他券・他サービス併用不可。

チョコシューアイス
人数分サービス
（宴会コース注文時はデザート増量）

城下町彦根を代表する
銘菓「三十五万石」は、
ふっくらと炊き上げた
北海道産小豆つぶ餡と、
やわらかい求肥餅を重
ね、米俵の姿をした最中
でお包みしています。
職人技の逸品をどうぞ
ご賞味ください。

彦根市中央町4-39／ Tel.0749-22-5722／営業時間 8：00－18：00
定休日  木曜日／駐車場 10台 http://www.kashin-ohsuga.com

お買い上げ5％OFF
お1人様１枚のご利用と

させていただきます。

ジュエリー リフォームフェア開催中！
彦根市中央町5-27●Tel.0749-22-2538
営業時間 10：00～19：30●定休日 木曜日
http://fujitsuka.com/
E-mail  fujitsuka@kra.biglobe.ne.jp

時計電池交換半額
１枚につき１個に限らせていただきます。

● セイコー アストロン販売中
● エンゲージリング ¥１００,000（税別）より

国産 ￥1,000→￥500＋税 （セイコー・GS/カシオ・デジタルは除く）
舶来 ￥2,000→￥1,000＋税（特殊時計は除く）

お
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で
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業
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本格的な和食が味わえるカジュアルな割烹
料理店。京都祇園の割烹で修業した店主が
調理する料理は、素材にこだわり、味も繊細
で美味。落ち着ける店内も魅力です。
ぜひ一度ご来店ください。

○彦根市後三条町478  ○電話番号 0749-23-9822  ○定休日 月曜日
○営業時間 午後5時～午前1時  ○駐車場 道向かいにＰあり

・メニュー
造り盛り合わせ（2人前）
　　　　　　  2,800円
金目鯛西京焼     850円
甘海老唐揚        800円
鯛の土鍋飯     1,200円
                            他

お一人様一枚のご利用とさせていただきます。
また、他券との併用はご遠慮ください。

ワンドリンク無料

ソフトドリンク１杯無料

彦根の近江牛老舗千成亭が新店舗を
オープン！和風モダンな店内で特別な時
間をお楽しみください。選りすぐった近
江牛ステーキコースと懐石料理とワイン
を約150本などご用意してお待ちしてお
ります。
【ランチ限定】
近江牛サイコロステーキ 3,480円（税込･サ別）
【昼夜の部】
ステーキ懐石/華香（はるか） 9,000円（税込･サ別）
ステーキコース/近江牛サーロインステーキ
　　　　　　   250gコース 14，000円（税込･サ別）

彦根市本町1-1-26（彦根GYUSEUM 2階）／tel.0749-47-3133
営業時間 11：30～22：00（オーダーストップ20：30）
定休日  毎週水曜日(午後2時30分から5時までは準備中）／駐車場 有

せんなり亭心華房




